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第 1 章

研究の視座

1-1　研究の背景

1-1-1　�地域社会の抱える諸課題：人口減少・高齢化の進行、人間関係の希薄化、

頻発する災害への対処

　2008 年以降、日本の人口は減少を続けている。それに伴い、特に非都市部にお

いて過疎高齢化に伴う維持困難な地域が各地に生じており、地域社会の意に介さな

い集落の撤退・集約化の議論が散見される。

　また、人口の流動性が高まったことで、地域内での相互扶助は減少し、地域社会

に対する関心や連帯感の希薄化が深刻な状況が指摘されている文1-1。

　

　さらには、近年頻繁に発生する自然災害も、衰退傾向にある地域社会の存亡を左

右しかねないことから、長期的かつ多面的な視野から対策が求められる注1-1）。

　こうした中で、地域外との多様な関係を結び、地域内の活動量を保つことに集落

持続への活路を見出そうとする議論も展開されている文1-3。

1-1-2　地域社会の持続に寄与してきた「神社」への着眼

　ところで日本の国土においては、農村部のみならず都市部においても、信仰対象・

祈りの空間が高密に存在してきた。なかでも日本の国土において特に注目されるの

は、全国に約 79,000 社注 1-2）存在する神社である。神社は「宗教宗派の別を超えて、

人々が抵抗なく共同で礼拝することの可能な対象」注1-3）であり、「国内各地域の個々

の神社の鎮座する地域コミュニティのなかで、共同体の幸せを祈願し、かつ祭祀等

を通じ、地域コミュニティの紐帯を深める」注1-4）存在として長らく機能してきた。

　神社（社殿）を中心に営まれる神社神道は、教義・教典を持たず注 1-5）、また仏教

やキリスト教のように宗派としての統御体制等も有さない注 1-6）ことから、個々の

神社の存続は神社職員や総代といった当該地域の神社運営主体の裁量にかかる部分

が大きい。すなわち神社は、定期的な祭祀実施を通じて地域社会の紐帯機能を保ち

ながらも、各々の地域の実情に応じて柔軟に運営方針を変化させることが可能であ

る注1-7）、と言える。
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1-2　研究の目的

　以上の背景より、神社が地域社会に対して果たしうる役割を今一度検証し、それ

を踏まえて神社の積極的な活用を図っていくことが、地域社会の持続に向けた方針

の 1つになると考えられる。

　そこで本論文では、人口減少・高齢化の進行、人間関係の希薄化、頻発する災害

への対処等の現代的な課題に直面する地域社会における神社の存続・再生の要件を

把握するとともに、神社の存続・再生が当該地域社会の持続にいかに寄与しうるか

を明らかにすることを目的とする。
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1-3　用語の定義

1-3-1　神社

　「社殿」と「祭祀」により構成されるものとする。

　森は以下のように指摘する。「神社は神を祀る「場」である。そして、神社にお

ける神祭りは、ある個人の行為のみでは成立せず、複数の人間の行為によって初め

て成立する。この意味で全く「社会」的存在であるが、その行為として最も基本的

なことは、神社に実際に詣でて（参って）、祭り・儀礼を行うこと、参拝をするこ

とだろう。見方をかえて、人間の側から考えてみれば、神に対して祭り・儀礼や参

拝がなされなければ、神社は存在しないともいえる。」注1-8）

　上記をふまえ本研究では、神を祀る（「社殿」が設けられた）場において「祭祀」

が行われることが神社の基本的な構成である、との見地に立つ。

　なお、宗教の 1 つとして上記の営みを捉えた場合の「神社神道」は、「第二次世

界大戦後の神社を中心に、氏子・崇敬者などによる組織によっておこなわれる祭祀

儀礼を信仰の中心とする形態」注 1-9）であり、櫻井は「神道と神社がイコールとい

う関係ではないとしても、神道という宗教現象は、神社として、また神社という場

において顕在的に現れている。」注1-10）と指摘している。

1-3-2　社殿

　神を祀る工作物（土地に定着する人工物）全般。地域ごとに、祠をはじめとして

多様な形態をとり得ることを考慮し、このように定義する。

　櫻井は、人びとの住居が集まっている空間には「しばしば神社が鎮座し、また境

界には、各々の空間を領有する神々が祀られるという構㐀になっているのが、典型

的な日本のムラの姿ではないか」注 1-11）と指摘する。神社に祀られた「各々の空間

を領有する神々」は、当該地域に潜在する「地霊」として捉えることもできよう。

野本は以下のように述べている。「地霊は本来、一定範囲に遍在するものと考えら

れるのだが、その凝結の場、凝結点があると考えてもよかろう。それは、先人たち

の感性・心性・感応力によって感知され、選ばれたものである。それは、岩であり、

巨樹であり、淵であり、時には山でもあった。そして、それらは世代を越えて伝承
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され、多くの人びとの眼ざしと祈りを受け、語り継がれてきた。地霊凝結の場、地

霊と他の精霊とが複合した聖なる場は固定化し、守り継がれた。」注 1-12）、注 1-13）ここ

で述べられている「凝結の場、凝結点」としての岩や巨樹・淵・山を、祈りの場と

して「固定化し、守り継」ぐために設けられるのが神社の社殿である。

　なお、全国の神社の実態を捉えれば、「本殿を構えた神社や建物は無いが祭が行

われている神社など、多様な相を示して」注 1-14）いるが、形態や規模の差はあれど

境内地が定められ、神を祀る工作物が設けられている場合が多くを占めることから、

本研究では神社を構成する 1要素として「社殿」を扱うこととしている。

1-3-3　祭祀

　神を祀る儀式、行事。

　沼部によれば、神道の祭祀は①「皇居の中に祀られている賢所・皇霊殿・神殿、

すなわち宮中三殿を中心に行われる皇室祭祀」、②「皇室の祖先神であられる天照

大神をまつり、日本国民の総氏神と仰がれる伊勢の神宮の神宮祭祀」、③「伊勢の

神宮を除く全国神社で行われる神社祭祀」、④「地方の民間で行われる民間祭祀」

の 4 つに大別される注 1-15）。茂木は、神道祭祀の特徴は「毎年原点に立ち戻り、同

じ祭祀を繰り返す。そのため伝統は厳格に墨守されるが、同時に新時代の文化も取

り入れることに抵抗はない」ことや、「日本の国民性を形成する大本」であること

としている注1-16）。

　本論文で主眼を置くのは上述中の③神社祭祀と④民間祭祀であり、単に「祭祀」

と記す場合はこの意で用いる。

1-3-4　氏子区域、氏子、住民

　『神社本庁憲章』第十四条において「神社の氏子区域は、神社ごとに慣習的に定

められた区域をいふものとする。氏子区域は神社相互に尊重しなければならない」

とされている。また『神道事典』にある通り、氏子は「一般に一つの神社を崇敬し、

信奉する鎮座地周辺の地縁的集団あるいはその構成員のこと。（中略 ) 別に崇敬者

という用語もあるが、この場合、氏子はその神社の氏子区域の者で崇敬者はその区

域以外の者という地理的区分によって分けるのが普通である。」注1-17）とある。
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　上記を参考に本研究では、氏子区域は「神社ごとに慣習的に定められた区域」の

ことを指し、氏子は「氏子区域に居住し、当該神社を崇敬する者」とする。

　関連して、「当該神社を崇敬するか否かに関わらず、氏子区域に居住する者」は「住

民」と総称する。

　なお、神社運営を担う組織の様態としては、「全国神社の連合組織体である神社

本庁（東京）が結成され、多くの神社はその被包括法人として位置づけられるが、

単独法人（単立神社）の場合、神社本庁以外の組織体を構成しているもの、また法

人化とは無関係に地域の共同保有という例もかなり見られる」注1-18）。

1-3-5　祭祀圏

　共同的に祭祀を実施する人びとの居住地域注1-19）。

1-3-6　崇敬者

　1-3-4「氏子」の定義と対応して、崇敬者は「氏子区域の外に居住し、当該神社

を崇敬する者」とする。

1-3-7　存続

　社殿が維持され、祭祀が継続されることによって、神社が存在し続けること。

1-3-8　再生

　社殿が消失・損壊・荒廃した状態から更新され、祭祀の実施体制が整えられるこ

とによって、神社が存続可能な状態に移行すること。

1-3-9　地縁集団
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　1-3-4 で定義した「氏子区域」の空間的な範域に基づく、地縁関係を母体とした

社会集団を指す。

1-3-10　地域資源

　1-3-9 で定義した「地縁集団」が擁する「物的資源」、「人的資源」と、住民が

氏子区域内外の人的資源と築く「社会関係」の 3つからなるものとする。

1-3-11　地区

　

　1-3-4 で定義した「氏子区域」の空間的な範域を区分する単位。
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1-4　研究の視座

1-4-1　日本における地域社会の来歴

　わが国における地域社会を考えるに当たり、日本の伝統的な地域社会としての「共

同体」の性質を西洋との比較を通して論じた、内山文1-18 の整理がある。内山は、「外

来語の「共同体」は人間の共同体を指していて、自然と人間の共同体を意味する日

本の地域社会観とは違う概念である」注 1-20）と指摘する。すなわち、「自然と人間が

違う世界を構成しているということを前提に」注1-20）する西洋の共同体論に対し、「日

本的自然・人間観」注 1-20）では「自然と人間が同じ時空を生きていて、自然と人間

が一体的世界をつくっていることを当然のこととしてきた」注 1-20）のであり、そう

したあり方こそが「自然と人間の本来の姿に他ならない」注 1-20）と言う。ここでの

「自然」には、「祖霊」や「ご先祖」と呼ばれ、かつてその地で暮らしていた、今は

亡き住民も一体となっているものとして捉えられている。わが国の人びとは「自然

に神の世界をみいだし、神に祈りを捧げることによって、自然を自分たちの世界に

取り込んだ。」注 1-21）それは一回性の行為ではなく、「たえず自然を呼び込み、自然

の世界そのものである神に祈りを捧げることによって、自然と人間の世界を再構成

しつづけ」注 1-21）ることが「祭り」をはじめとする「年中行事」であり、そのもの

が共同体の「自治」をも意味していた。

　こうして「一定範囲の住民の間に歴史的に形成された共通な行動様式」注 1-22）が

多元的・重層的に存在し、「集団としての地域社会の社会的統一性の直接の根拠」
注 1-22）となっていた。稲作等を中心とする農村型の地域社会においては、「人びとは

大地を相手に格闘し、大地から直接的に生産物を収穫し、生産の場と近接する大地

のうえで生活し、さらに大地つづきの近隣の家々と生産＝生活上の相互扶助関係を

結び、まさしく大地との直接的ふれあいのなかで生活していた」注1-23）のである。

　しかし近代資本主義の発展とともに産業構㐀・人びとの生活様式は変容し、共同

体もその多くが「必要とする機能によって維持された共同体」注 1-24）すなわち「機

能的共同体」注1-24）へと姿を変えた。人びとは「大地から切りはなされるだけでなく、

共同体的な生活保障の絆からもきりはなされた、いわば二重の意味で大地との関係

において疎外化状況におかれた流民的生活を強め」注1-25）ていくこととなった。

　このように「今日の地域社会では、生活上の共同性や連帯性の基盤の脆弱化が指

摘されて久し」注 1-26）く、「生活様式に着目するならば今日の日本社会は都市型社会

（urbanized society）であると言える。」注1-26）そして「そこにはもはや共住を契機
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にして作られる生活共同意識、つまり同一の生活資源を共に利用しながら、あるい

は生活資源を創㐀しながら共に生きてきたという充実感や、生活共同体的感情はほ

とんど存在しない。ただ存在するのは、生活資源としての機能を果たさない地域社

会に対するアパシー（apathy）であり、フラストレーションであり、生きる苦悩だ

けである。」注 1-27）すなわち、「従来の地域コミュニティで共有されていたある種の

共通の価値観が解体し、人々の意識の個別化・分散化が進行して」注 1-28）おり、こ

のような「価値観の変化に地域組織が柔軟に対応しつつ、自らを組み換えることが

できない場合、地域組織のもつ秩序や規範そして人間関係は煩わしいものと感じら

れることになり、それがさらに人々の離反を促すことになる。」注1-28）のである。

1-4-2　今後の地域社会に求められる「結びつき」

　このように「「人間的な生活」の喪失と共同的関係とそれが営まれる場としての

地域社会の解体が広汎に進行」注 1-29）してしまった現代においてなお、「人間的な生

活」が営まれる地域社会を形成し持続させるための条件とは何であろうか。

　都市デザインの視点から「エコロジカル・デモクラシー」注1-30）を論じたへスター

は、現代の人びとの暮らしが居住環境や地縁から受ける制約が低まっているのに対

し、「私たちはもう一度、コミュニティと環境との新たな関係を考え、選択し、そ

して必死にそれを作らねばならない」注 1-31）としている。同様に内山は、「私たちは

もう一度自然や人間の生命の営みがこの世界をつくっているのだと宣言できるよう

な社会をつくり直さなければいけない。そしてそのためには、生命の営みが結びつ

き、自分たちはともに生きる生命だということが感じられる存在のかたちを、創㐀

し直さなければいけない」注1-32）と述べている。

　上述の視座に立つとき、かつての伝統的共同体への回帰は現実的でない注 1-33）以

上、近代的な機能的共同体の多元的・重層的状態を所与のものとしながら、それを

補完するような結びつきのある地域社会の姿を展望する必要があろう。

　本論文では、機能性のみに基づかない結びつきを地域社会にもたらしうる資源と

しての神社に焦点を当てている。その点について次項以降で詳述する。

1-4-3　「神社」の構成要素である「社殿」と「祭祀」のはたらき
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1）「祭祀」のはたらき：行動規範と価値観の共有

　祭祀は、祭神（場合によってはその由来たる自然）への畏怖を基底として、氏子

区域の暮らしの持続への感謝と今後の暮らしの安寧への祈念を共同で斎行するもの

である。氏子の間で行動規範としての「祭祀の定期実施の慣習」を共有することは、

その行動規範の継続的な実践に伴い醸成されていく価値観を共有することも意味す

る注 1-34）。この価値観は、氏子区域の暮らしの持続を尊いものと捉え、以後も持続

させていこうとする考え方であり、上記の行動規範の動機づけを行なう。

2） 「社殿」のはたらき：場所（境内地）に根ざした地域文化（行動規範）の安定的

な拠り所

　神社は、特に古くからの歴史を有する場合、式年遷宮に代表される多様な永続性

の工夫を伴うことで社殿の存在の安定性を保ってきたものと考えられる。仮に縁起

が曖昧であったとしても、古くからそこにある（らしい）という住民の認識は、社

殿を場所（境内地）に深く根ざした存在たらしめ、祭祀を営み続ける上での安定的

な拠り所として維持されていく。

1-4-4　神社と地縁集団の関係

　「共同体とは共有された世界をもっている結合であり、存在のあり方だと思って

いる。共有されたものをもっているから理由を問うことなく守ろうとする。あるい

は持続させようとする。こういう理由があるから持続させるのではなく、当然のよ

うに持続の意志が働くのである。」注 1-35）とは、「日本の伝統的な地域社会」につい

ての内山の考察である。本研究では、日本の伝統的な地域社会にあって、特に神社

の氏子区域の範域に基づき形成される社会集団をさすものとして、前節で定義した

「地縁集団」を扱う。

　上述の日本の伝統的な地域社会についての内山の考察の中にある、「共有された

もの」と「持続の意志」を地縁集団に即して考えるならば、前項で掲げた「行動規

範」と「価値観」にそれぞれ対応するものとして理解できる。

　つまり、神社が存続されることにより、価値観を共有する住民、すなわち地縁集

団の持続可能性を担保する人びとの結びつきが持続的に生成されうるのである。ま

た、神社が再生されることは、地縁集団の持続可能性を担保する人びとの結びつき
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が再び生成されるようになることを意味する。

　以上のような神社と地縁集団の関係は、図 1-1 の基本概念図に整理できる。

社殿

氏子区域

醸成 動機づけ

行動規範  祭祀の定期実施の័⩦
（共有されたもの）

境内地境内地

氏子
氏子以外の

住民

（住民）

価値観
（持続の意志）

地縁集団

氏子総代

神社職員

氏子有志

㸨 運営：既存資源（人的資源、物的資源、資金）で

　　機能を発᥹できるように組織を動かしていくこと。

運営㸨

出資、祭祀準備・参加、社殿維持

図 1�1　神社と地縁集団の関係の基本概念図

1-4-5　本論文での着眼点

　上図における価値観（氏子区域の暮らしの持続を尊いものと捉え、以後も持続さ

せていこうとする考え方）は、日本の伝統的な地域社会への帰属意識の要因であっ

た「生活共同意識」のように、「共住を契機にして作られる」ことを必須としない。

すなわち、行動規範としての「祭祀の定期実施の慣習」を通じて、氏子区域外部の

人びとにもこの価値観は共有されうるものではないだろうか。

　本論文は、神社を氏子区域外部にも開きながら存続・再生することを通じて、地

縁集団を超えた地域社会が形成・持続される可能性を見出し、その実現に資する知

見を得ようとするものである。
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1-5　研究の枠組みと論文の構成

1-5-1　対象とする事例とそれらの位置づけ

　本論文では、神社が存続の危機に晒された後に再生され、存続されていく一連の

過程の事例として、まず第 2章では 100 年以上前に一律に存続の危機を経過した後、

現在まで存続されている複数の神社を研究対象としている。これにより、神社の再

生・存続の傾向を把握する。さらにその結果を踏まえて、自然災害による被災への

対処や人口減少・高齢化の進行といった現代的な課題に直面し、危機的状況を迎え

ながらも、地縁集団を超えた氏子区域外部との関係構築を通じて存続・再生した神

社を第 3章・第 4章でそれぞれ研究対象としている。

1-5-2　論文の構成（図 1-2）

　第 2 章は、「神社整理の対象となった神社の存続・再生の実態把握」と題して、

明治時代末期の神社整理後の和歌山県和歌山市全域に分布する神社（整理対象と

なった神社のうち、確認可能な全 178 社）を事例として取り上げた。神社整理は明

治政府主導で行われた神社の合併政策であり、これを機に氏子区域が全国規模で再

編されたことにより、地域社会の脆弱化を招いたとされている。特に和歌山県では

神社整理が積極的に進められ、南方熊楠などの知識人が反対運動を起こしている。

　本章の構成は次の通りである。まず対象地域内での明治末期の神社整理の実態と、

整理の対象となった神社（跡地）の調査時点の状況を史料調査と神社運営者への聞

き取り調査により把握する。その上で再生された神社について、再生の経緯や再生

後の社殿の管理、祭祀の実施体制等を神社運営者への聞き取り調査により把握する。

　第 3 章は、「氏子区域外部との関係構築を通じた神社の存続・再生：岩手県下閉

伊郡山田町大杉神社」と題して、2011 年の東日本大震災後の岩手県下閉伊郡山田

町大杉神社を事例として取り上げた。大杉神社では複数の郷土芸能により構成され

る祭祀が実施されており、特に祭祀の再生過程は他所にも応用可能な知見を提供す

ると考えられる。
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　本章の構成は次の通りである。まず東日本大震災に伴う津波による神社の被害と

被災後の状況を現地踏査・聞き取り調査により把握する。その上で対象神社の再生

の経緯や再生後の社殿の管理、祭祀の実施体制等を神社運営者への聞き取り調査に

より把握する。さらに、祭祀において奉納される郷土芸能・神輿渡御を担う各団体

への聞き取り調査により、各団体の活動の再開経緯と存続状況を把握する。

　第 4 章は、「氏子区域外部との関係構築を通じた神社の存続・再生：奈良県吉野

郡天川村天河神社」と題して、人口減少・高齢化が進む奈良県吉野郡天川村の天河

神社を事例として取り上げた。天河神社は祭祀やワークショップを通じて崇敬者を

獲得しながら再生・存続が図られてきた点に特徴がある。

　本章の構成は次の通りである。まず対象神社における廃絶状態からの再生の経緯

や再生後の社殿の管理、祭祀の実施体制等を史料調査及び神社運営者への聞き取り

調査により把握する。加えて、神社の存続において重要であると想定される、崇敬

者により構成された講の概要とその活動実態を史料調査及び講の世話人らへの聞き

取り調査により把握する。さらに上記を踏まえ、神社の存続を通じて醸成された地

域資源を時系列に沿って整理する。

　第 5 章は、「研究の総括」として各章を要約し、人口減少・高齢化の進行、人間

関係の希薄化、頻発する災害への対処等の現代的な課題に直面する地域社会におけ

る神社の存続・再生の要件を明らかにするとともに、神社の存続・再生が当該地域

社会の持続にいかに寄与しうるかを考察する。
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1-6　既往研究の整理

　ここでは、本論文の主題に近接する既往研究として、日本の伝統的な地域社会に

おける神社の役割に関する研究、神社存続の危機に着目した研究、神社の存続を通

じて構築される社会関係に着目した研究、のそれぞれについて整理を行なった上で、

本論文の位置づけを行なう。

1-6-1　日本の伝統的な地域社会における神社の役割に関する研究

　神社が有する資源、価値を精査した研究は少ないが、渡邊ら文1-25 は、「鎮守の森」

と地域づくりの関係を実証的に考察している注 1-36)。加藤ら文 1-26 は、境内地に形成

された「鎮守の森」について、詳細な調査項目を設けてその総合的な評価を試みて

いる。その過程で、鎮守の森が有する本来的な価値として、自然的価値、文化的価

値、環境的価値、社会的価値の 4つを挙げている。中でも社会的価値については、「地

域社会の構㐀の違いや時代の変化によって変わりうる性質のものである」としつつ

も、果たす機能に基づいて以下の 5つに分けられることを指摘している。

「（1）任意のコミュニケーションの場（子供の遊び場、散歩道、その他）

 （2）単機能的集団形成・活動の場（趣味、教育活動、学習教室）

 （3）包括的地域集団の中心（町内会、氏子組織、その他）

 （4）年中行事、特に祭による地域社会の活性化

 （5） 地域社会の歴史的、精神的中心としての役割」注1-37）

　また櫻井は、神社の有する資源は主に以下の 3つに類別できるとしている。

（1）「『鎮守の森』として親しまれるような自然への畏敬と結びついた環境的資源」

（2）「祭りや地域の歴史に関わる文化的資源」

（3）「神職・氏子・崇敬者の方々や関連の組織体（神道青年会、氏子青年会、敬神

婦人会など）という社会的資源」注1-38）

　その他、日本の伝統的な地域社会における神社の資源としての側面を捉えた言説

として、田村は、地域社会における「共にする」こと、すなわち共有には、顕在的

共有と潜在的共有があり、前者は「日常生活で日々活動的に行なわれ、構成要素の

意識にも多くのぼる共有」注 1-39）であるのに対し、後者は「日々活動的ではないが、
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しかし地域での日常生活と顕在的共有をかげで支え、かついったんことが起これば、

がぜん意識化され活用もされ、ときには顕在的共有にも変わりうる、生活資源の共

有」注 1-39）であるとした上で、神社は潜在的共有がなされる生活資源の 1 つと位置

づけている。

　同様の例として、へスターは、「コミュニティと環境との新たな関係」実現のた

めに掲げたデザインの 15 原則の中で最も重要なのは「聖性」〔Sacredness〕、つま

り「日々の暮らしでの出会い、生きとし生けるもの、まったき自然、素朴な美しさ、

未知の世界、あらゆる場所に宿る心魂に向けた敬意の表現」であり、日本において

は「どの町にもある祭り」がそうした表現の形の 1つであるとしている注1-40）。

　以上のように、神社は、安定した緑環境としての境内地を各地域固有の歴史とと

もに継承してきたこと、祭祀を始めとする年中行事を通じて人びとに時空間を共有

する機会をもたらすことにより、神社に関連する人的資源の親睦が計られ、そのこ

とを通じて地縁集団の活性を保つことに寄与してきたことが指摘されている。

1-6-2　神社存続の危機に着目した研究

　神社の存続・再生に関しては、神社の存続が危ぶまれる局面、すなわち外的要因

（政策としての神社の統廃合や自然災害による被災等）による危機と、内的要因（地

縁集団の人口減少や高齢化とそれに伴う神社の合併等）による危機に着目した研究

がある。以下、それぞれについて整理する。

1）外的要因による神社存続の危機に着目した研究

　外的要因による神社の統廃合としては、本論文でも研究事例としている明治時代の神

社整理があり、関連する調査研究は社会学、民俗学、宗教学など多分野において行われ

てきた。米地文1-27 や孝本文1-28、森岡文1-29 らは、神道国教化の政策としての観点から神社

整理の詳細な検討を行っている。喜田村文1-30 や櫻井文1-10、文 1-31らは、三重県や滋賀県な

どにおける現地調査を通して神社整理の実態に迫っている。本稿で定義した再生に該当

する既往研究としては、三重県の事例を中心とした櫻井文1-31 の研究、神奈川県の事例に

ついて民俗学的調査を行なった鈴木文1-32 の報告があるが、再生後の運営については仔細

な言及はなされていない。

　自然災害による神社の被災に関する研究としては、2011 年の東日本大震災以来、



18

地域社会の持続可能性を担保する

神社の存続・再生に関する研究

主に人類学・民俗学分野で盛んに見られるようになった。その内容として、被災地

域の復旧・復興における祭祀や民俗芸能などの無形民俗文化財の再興やその役割に

着目した調査・論説がある。例えば東日本大震災民俗文化財現況調査実行委員会に

より福島・宮城・岩手を対象に実施された悉皆的な調査がある注 1-41）が、被災後 1

〜 2年までの現況報告にとどまっている。その後の動向を踏まえた研究・論考もい

くらか見られる注 1-42）が、地域社会の復興と神社の社殿の更新、祭祀の再生との関

連について検証した研究はほとんど見られない。また、橋本が「民俗芸能支援の第

二段階」として指摘する注 1-43）ように、祭祀を構成する民俗芸能のための練習場所

や集会所等の空間確保は不可欠であるが、被災地域の復旧・復興工事を進める上で

いかにその点に考慮すべきかを検討した研究は十分でないと考えられる。

　その他、被災後の神社に関する調査・研究として、被災地域の俯瞰的な被害状況

の把握文 1-36、マッピングによる立地傾向の分析文 1-37、立地高度・祭神と被害度合と

の関係の考察注 1-44）等がなされてきた。また、社寺の空間性への配慮が不十分と考

えられる復興計画の事例調査文 1-41 や、「記憶地図」を用いた祭礼等文化遺産継承の

可能性について論じたものがある文1-42。

　以上のように、当該分野の状況を概観すると、被災と無形民俗文化財に着目した

調査・研究は一定程度実施されているが、被災地域の復興を担う計画学の視点から

の研究蓄積は少ない。また、社殿等の「有形文化財」と祭祀等の「無形民俗文化財」

は、それぞれに調査・研究が一定程度なされているものの、それらの一体的な考察

はほとんど見受けられない。加えて、神社の災害対策における役割についての研究

蓄積は、主に防災・減災に関連したものに限られており、復興局面について検証し

た研究は管見の限りほぼ見当たらない。

　

2）内的要因による神社存続の危機に着目した研究

　地域社会の構㐀的な変化と神社の関係を捉えた調査・研究として、神社本庁によ

る「過疎と過密地帯の神社の実態調査」や「過疎地域神社実態調査」、また渡辺に

よるもの文 1-43 などがある。神社本庁による調査は、過疎地域の神社についてヒア

リング調査を行なったものであるが、1968 年、1972 〜 1976 年の調査であり、近年

の動向を捉えたものではない。また、渡辺による研究においても、神社に関する言

及は限られている。石井は、上述のように「過疎化、限界集落と神社に関する調査

報告はきわめてわずかである」注 1-45）現状を指摘し、「神社は都市化と過疎化という

人口流動の高さによる地域共同体の解体によって大きな影響を受けてきた」とした

上で、日本創成会議が 2013 年に発表した「消滅可能性都市」とされる 896 市町村
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の結果をもとに、消滅するとされる自治体に立地する神社を 31,184 法人と算出し

た。これは全国の神社の 4 割に相当し、「二〇四〇年（平成五二年）までに自治体

が消滅することによって、神社を支える地域、氏子等の人々が消えることになる」

としている文 1-44。このような「限界神社」の議論の一方で、「人々は何とか生活が

できる間は、神社の世話をやめようとしない」注1-46）ことも併せて指摘されている。

　過疎地域における神社の現況を捉えた研究として、冬月によるもの文 1-45 がある。

この研究では、典型的な過疎地域として高知県の事例を取り上げ、神社職員が不在

の神社を中心に合祀（神社の合併）が推進されていることを報告している。「合併

はあくまでも、それぞれの神社を信仰する人々の完全な合意を得なければならない」
注 1-47）とされているものの、過疎化がさらに進行していった場合にそうした規範が

保たれるか否かは不明瞭であり、合祀の対応を取らざるを得ない状況が各地で生じ

ることも危惧される。

　以上のように、人口減少・高齢化の進む地縁集団における神社の動向を捉えた研

究は蓄積が少ないが、「消滅可能性都市」が議論されるようになった 2010 年代以降、

徐々にみられ始めており、それらの研究では地縁集団で神社の存続を図っていくこ

とが難しくなりつつある状況が報告されている。

1-6-3　神社の存続を通じて構築される社会関係に着目した研究

　宗教と社会関係資本（ソーシャル・キャピタル）についての研究は、2000 年代

に入ってから多くみられるようになった社会関係資本に関する研究注 1-48）の中の一

領域をなしている。稲場は、「ソーシャル・キャピタルが発現する社会的文脈が弱

いことが日本社会の実情」であるとした上で、2011 年に発生した東日本大震災の

際に、社寺が避難所として使われたり、伝統行事・宗教行事が地域社会や家族のつ

ながりを確認する機会となったことを通じて、「宗教や伝統文化がソーシャル・キャ

ピタルの源泉として機能する社会的文脈が現れた」と述べている注 1-49）。しかしな

がら、これらの研究では、神道や神社に関して具体的に検証した研究は管見の限り

ほぼ見受けられない。

　歴史的にみて、神社の存続のために設けられてきた社会集団として、崇敬組織の

存在が挙げられる。神社の崇敬組織に関する研究は、近代における神社附属の講的

組織を概観した市田注 1-50）や藤本文 1-49 によるものがあり、大正〜昭和初期にかけて
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林立された講社や保存会、奉賛会といった組織が、神社への奉賛事業だけでなく、

社会事業・教育事業等の活動も行なっていた歴史を示している。現代においては、

上述の講的組織に由来するものや戦後復興を目的に新たに設立された崇敬会がある

ことが知られている注 1-51）。全国の講社数は、小規模なものを中心に近年増加傾向

にあり（図 1-3）、資財が必要となる社殿の㐀営や記念事業の実施、経営基盤の安

定化を企図した講的集団の設立は今後も増加が予想される。こうした現代における

神社の崇敬会、もしくは崇敬会に準ずる機能・形態を有する講や講社、講的集団注

1-54）に着目した研究は管見の限りほとんど見当たらない。
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図 1-3　「講社（崇敬会・奉賛会）」数の変遷注 1-52）、注 1-53）

　その他、現代における神社の存続を通じて構築される社会関係を扱った研究とし

て、根岸ら文 1-52 は、人口減少により人手不足・資金不足という問題を抱えつつも、

氏子区域外部の人的資源を積極的に担い手とすることで祭祀を成り立たせている埼

玉県秩父市の事例を報告しており、そうした人的資源が地域運営にも貢献しうるこ

とを明らかにしている。櫻井文 1-53 は、「外氏子」注 1-55) の伝統がある三重県名張市

の積田神社を事例に、内氏子注 1-56)・外氏子の減少と「〈外なる氏子〉」注 1-57) の増加

をふまえ、流動化した社会における氏神 -氏子概念の変容を捉えている。

　また、祭祀以外の取り組みによって神社を中心に構築される社会関係を捉えた研

究として、藤本文 1-56 は、氏子区域外部の人びとによる主体的・日常的な神社の境

内地活用（プレイセンター活動）の実例調査を通じ、従来の神社神道における社会

福祉事業や教化活動注 1-58）とは異なる神社の新たな社会的貢献の可能性を提示して

いる。板井文1-58、文 1-59 は、神社の特性を活かした体験的学習（ワークショップ）が、

神社の新たな崇敬者獲得や氏子・崇敬者間の接点創出につながる可能性について言
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及しているものの、実験的な開催内容の報告にとどまっている。

　以上のように、社会関係資本の源泉として宗教を捉えた研究の潮流が顕著になり

つつあるものの、神社の存続を通じて構築される多様な社会関係について、特に地

縁集団を超えて構築されうる社会関係の実態については、さらなる検証が待たれる

段階にある。

1-6-4　既往研究をふまえた本論文の位置づけ

　以上でみたように、神社は、環境的・文化的・社会的な側面から、地縁集団にお

ける役割を一定程度評価できるものであるが、自然災害による被災などの外的要因

や人口減少・高齢化などの内的要因による存続の危機に瀕した地縁集団において、

神社の再生・存続が当該地縁集団の持続にいかに寄与しうるか、という観点での知

見の蓄積は僅少である。

　本論文は、宗教と社会関係資本に関する研究の系譜に連なるものであるが、氏子

区域外部との関係を構築・維持しながら神社が存続・再生される可能性、ひいては

神社の存続・再生を通じて地縁集団を超えた地域社会の持続を図っていくことの可

能性を考究する点に独自性を有する。

　なお、氏子区域外部の人的資源を示す概念として、前項で紹介したように「外氏

子」や「外なる氏子」が既往研究で扱われているが、これらの用語の定義は限定的

であるため、本論文では、氏子区域外部の人的資源を一律に「崇敬者」と呼称して

捉えることとしている。
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〈注釈〉

注 1-1）　 牧は次のように指摘している。「戦後から高度成長期にかけて日本の社会

は大きく変化を遂げた。その変化は自然災害が少ない時期に起こったも

のであり、工学技術の進歩によりある程度で自然災害が制御可能にもなっ

ている。しかしながら、阪神・淡路大震災の被害からも分かるように本

質的な意味において日本は自然災害地域であるということを踏まえた変

化ではない。二十一世紀前半の日本は「自然災害の時代」となる。（中略）

我々は東海・東南海・南海地震に見舞われる前までに、高度成長期に大

きく変化した日本の社会・住居・都市・地域を、災害に見舞われるとい

うことを前提に生活および生産に関わるすべてのシステムについて再構

成する必要がある。」（参考文献 1-2 の 140 頁より）

 注 1-2）　 1 中学校区につき 8 社程度の密度で分布する（国内の中学校区総数は約 1

万区）。

注 1-3）　 参考文献 1-4 の 289 頁より。

 注 1-4）　 参考文献 1-5 の 464 頁より。

 注 1-5）　  教義・教典ではないが、『古事記』や『日本書紀』といった日本の神話・

古典に規範を求めることは行われる。関連して鎌田は、「神道とは日本固

有の民族宗教で、アニミズムやシャーマニズムや八百万の神々の民俗信

仰を基盤として習合的な歴史的展開をとげた信仰と生活文化の総体であ

り、その具体的表現が神話と祭祀とその伝承の場としての神社である」（参

考文献 1-6 の 24 頁より）としている。

 注 1-6）　 伊勢神宮を本宗とし全国の神社を包括下におく神社本庁は、個々の神社

と事務的な関係を有するのみで、各神社の行う具体的な活動について指

示をしたり、報告を受けるような組織構㐀とはなっていない。また、宗

教法人ではあるが神社本庁包括下にない神社や、そもそも宗教法人では

ない神社も数多く存在する。

 注 1-7）　 「そもそも存在しているだけで、神社には社会的な価値、意味があり、そ

れ自体が社会貢献なのであるから、積極的な福祉活動や社会貢献活動を

する必要はないのではないかという論も」（参考文献 1-5 の 482 頁より）

ある一方で、以下のような姿勢も見受けられる。「世間に超然とした立場

もありましょうが、神社はそれぞれの時代の全体社会との関わりの中で

存在しているわけですから、世の中の動きと無縁というわけにはいかな

いように思います」（参考文献 1-7 の 23 頁より）

  注 1-8）参考文献 1-8 の 241 頁より。

  注 1-9）参考文献 1-9 の 219 頁より。



23

第 1 章

研究の視座

注 1-10）参考文献 1-10 の 9 頁より。

注 1-11）参考文献 1-7 の 145 頁より。

注 1-12）  参考文献 1-11 の 3 頁より。

注 1-13） 野本が述べる「地霊は本来、一定範囲に遍在するものと考えられる」と

いう点について、鈴木の以下の記述により補足する。「地霊とは、「ゲニウ

ス・ロキ」という言葉の訳語である。（中略）ゲニウス・ロキという言葉

の意味は土地に対する守護の霊ということになる。一般にこれは土地霊と

か土地の精霊と訳される。しかしながら、それは土地の神様とか産土神と

いった鎮守様のようなものとは考えられておらず、姿形なくどこかに漂っ

ている精気のごときものとされるのである。ゲニウス・ロキとは、結局の

ところある土地から引き出される霊感とか、土地に結びついた連想性、あ

るいは土地がもつ可能性といった概念になる。」（参考文献 1-12 の 10 〜 11

頁より）

注 1-14）参考文献 1-7 の 3 頁より。

注 1-15）参考文献 1-13 の序文より。

 注 1-16）参考文献 1-13 の 11 頁より。

  注 1-17）参考文献 1-14 の 355 頁より。

注 1-18）参考文献 1-10 の 117 頁より。

注 1-19） わが国における神社の「祭祀圏」を扱った研究として参考文献 1- 15 等が

ある。また、「祭祀圏」の類義語として「氏子圏」があり、参考文献 1-16

や参考文献 1-17 等の研究がある。しかしながら、いずれの語についても

明確に定義している研究は管見の限り見当たらない。

注 1-20）参考文献 1-18 の 41 頁より。

注 1-21）参考文献 1-18 の 46 頁より。

注 1-22）  参考文献 1-19 の 51 頁より。

注 1-23）  参考文献 1-19 の 94 頁より。

注 1-24）参考文献 1-18 の 154 頁より。

注 1-25）  参考文献 1-19 の 95 頁より。

注 1-26）  参考文献 1-1 の 131 頁より。岩本や高桑、中野が指摘するように、現代

社会は「都市 - 村落が複合的連関をもつ社会」であり、「現代社会全体が

都市化に向かっている」と捉えられよう。(参考文献 1-20 の 208 頁より）

注 1-27）  参考文献 1-19 の 150 頁より。

注 1-28）  参考文献 1-21 の 85 頁より。

注 1-29）  参考文献 1-22 の 296 頁より。

注 1-30）   エコロジカル・デモクラシーについて土肥は、次の通り説明している。「飛
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躍的な技術革新を成し遂げている人類の新たな課題が、再び自然とつなが

り、新たにコミュニティを形成することであり、これは人類の目指すべき

歴史的な段階である、というのがエコロジカル・デモクラシーの世界観で

ある。つまりエコロジカル・デモクラシーとは、人類の歴史的な発展とい

う大きな文脈を描き出す、生産や文化や政治や経済などの広範な分野に関

係するひとつの文明論なのであり、エコロジカル・デモクラシーの都市の

ビジョンもそれに立脚している。」（参考文献 1-23 の 493 〜 494 頁より）。

注 1-31）  参考文献 1-23 の 5 頁より。

注 1-32）参考文献 1-18 の 175 頁より。

注 1-33） 「かつての社会に戻るという変化はおそらくは期待できない。それは社会

全体の経済的な衰退を招く、あるいは、経済的な成長を遅らせることにな

り、また、われわれが長い年月をかけて獲得してきた自由とプライバシー

が脅かされる環境に逆戻りすることになりかねないからである。このよう

な方向への変化が日本社会全体の総意として選択される可能性は低いだろ

う。」（参考文献 1-1 の 78 頁より）

注 1-34） 稲葉は次のように指摘する。「祭りは、そんな難しい人間関係の中で共通

の話題を提供してくれる。そしてそれどころか、祭りの準備と実施という

共同作業の z 機会と共通の目的まで提供してくれるのだ。その過程を通じ

て住民同士の会話の機会も増え、祭りを成功させるという目的を共有する

ことで、コミュニティの住民としての共通の価値観まで形成してくれる。」

（参考文献 1-24 の 32 頁より）

注 1-35）参考文献 1-18 の 82 頁より。

注 1-36）  その他、交流やセラピーの場、自然エネルギー拠点等としての神社の活

用については、「鎮守の森コミュニティ研究所」（http://c-chinju.org/

(2018.6.30 確認 )）の調査・研究活動がみられる。

注 1-37）参考文献 1-26 の 338 頁より。

注 1-38）参考文献 1-7 の 23 頁より。

注 1-39）参考文献 1-19 の 160 〜 161 頁より。

注 1-40）参考文献 1-23 の 488 頁より。

注 1-41）  「311 復興支援 無形文化遺産情報ネットワーク」サイト (http://

mukei311.tobunken.go.jp/ index.php?gid=10107(2017.09.28 確認 )) にて

報告書が閲覧できる。

注 1-42） 例えば 参考文献 1-33 や参考文献 1-34、参考文献 1-35 など。

注 1-43） 参考文献 1-35 の 80 頁より。

注 1-44）  参考文献 1-37 や参考文献 1-38、参考文献 1-39 など。これらの中で例え
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ば参考文献 1-38 では、神社空間を「日本の国土のなかを自然災害と対峙

しながら生きた人びとの祈りと努力の表れ」として、また神社の空間的配

置を「災害の履歴と人びとの関心懸念の統合を」示すものと捉えられると

いう見地から、神社の災害リスクポテンシャルが検討されている。

注 1-45）  参考文献 1-44 の 6 頁より。

注 1-46）  参考文献 1-44 の 14 頁より。

注 1-47）  参考文献 1-45 の 190 頁より。

注 1-48）例えば参考文献 1-46 など。

注 1-49）  参考文献 1-47 の 35 頁より。

注 1-50） 参考文献 1-48 の 353 〜 391 頁、市田雅崇著「近代神社の講的組織」。

注 1-51）参考文献 1-14 の 357 頁「崇敬会」の項を参照。

注 1-52）  神社本庁の機関誌「月刊若木」に毎年掲載される「神社活動に関する全

国統計」内、「講組織の状況」並びに「参詣・祈祷・授与・講社の状況」

をもとに筆者作成。なお平成 27 年分以降、講社数の統計が公表されてい

ないため、平成 26 年から 5年おきに遡り講社数の変遷を図化した。

注 1-53)  講員が 100 人未満の講社数については平成元年のみ公表されており、

77,099 件である。

注 1-54)  講や講的集団に関する研究自体は、経済的な講から宗教的な講まで多様

な実態を捉えた研究蓄積がある。1960 年前後まで盛んに行われた講研究の

集大成として桜井徳太郎「講集団成立過程の研究」（吉川弘文館 ,1962 年）

が挙げられる。長谷部（参考文献 1-50）が指摘するように、村落社会の

変貌に伴いかつて社会的・文化的集団の中枢を担っていた講の数は減少傾

向にあるものの、現代にも講的集団は多く存在することから、「講研究会」

が 2011 年に設立され、講的集団の「集団結合の原理」の考究が進められ

ており、参考文献 1-48、1-50、1-51 などの成果が公表されている。関連

して、藤本は「現代は「講」組織をめぐる新たな活動の展開が各地の社寺

で模索されている時期である」と述べている（文献1-49の122頁より引用）。

注 1-55）  「外氏子」は「かつては居住していたが現在は氏子区域に住んでおらず、

親元に帰る際に神社の祭礼に参加するか、あるいは祭礼や建替えの際に奉

賛金を納めるのみの」（参考文献 1-54 の 49 頁より）者のことで、関沢（参

考文献 1-55）による詳細な調査がある。「出氏子」とも呼ばれ、同様の事

例は和歌山県橋本市・伊都郡などにもみられる（神社新報 2018 年 5 月 14

日第 3399 号 5 頁「過疎化が進む地域の祭礼 - 和歌山県神社庁橋本伊都支

部の氏子たち」参照）。

注 1-56）  「氏子区域に現在も住み、神社への人的協力や奉賛を行う」（参考文献
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1-54 の 50 頁より引用）者のこと。一般に想定される氏子がこれに該当し

よう。

注 1-57）  「㐀営工事の関係者、氏子圏内への進出商店やムラ人とのつながりが発生

していた外部者など」の「篤志寄付者」がこれに当たる（「」内は参考文

献 1-53 の 130 頁より引用）。

注 1-58）参考文献 1-57 での藤本による整理に詳しい。
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第 2章

神社整理の対象となった神社の存続・再生の実態把握

2-1　本章の目的と構成

2-1-1　研究対象の選定と本章の目的

　本章では、神社整理によって9割近くの神社が失われたとされる和歌山県の和歌山市

内の合祀元神社を対象に、合祀元神社の合祀後の状況を把えた上で、再生された神社に

ついて、再生の経緯や再生後の社殿の管理、祭祀の実施体制等を把握することを目的と

する。

なお、本章の用語の定義を図2-1に示す。

ある神社の祭神を他所の神社で合わࡏ祀
るࡇとࠋ神社$

神社'

神社%
神社&

合祀�

図 2�1　用語の定義注 2-1��注 2-2�

祭神を集め祀る神社ࠋ上図では神社 ࠋ$

祭神をูの神社で祀るࡇとになった神社ࠋ上図では神社%、神社&、神社'ࠋ

合祀先神社

合祀元神社

2-1-2　研究の流れ

　研究の流れを図2-2に示す注 2-3）。

  2-2では神社整理の概要と対象地域の概要を史料調査注 2-5）に基づき述べる。

　2-3では合祀の実施状況、合祀元神社の合祀後の状況を史料調査注 2-6）及び調査 2-ⅰ

に基づき整理したうえで分類し、再生された神社を抽出する。

　2-4では氏子の出資により再生された神社について、また2-5では有志の出資により再

生された神社について、再生の経緯や存続の状況を調査 2-ⅱに基づき注 2-7）整理する。

　2-6では本章のまとめを行なう。
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氏子の出資による神社再生の
経緯とその後の存続状況���

本章の目的と構成���

まとめ���

神社整理及び対象地域の概要���

合祀実施状況と合祀元神社の合祀後の状況���

有志の出資による神社再生の
経緯とその後の存続状況���

図 2—2　研究の流れ



��

第 2章

神社整理の対象となった神社の存続・再生の実態把握

2-2　神社整理及び対象地域の概要

2-2-1　神社整理の概要

　1871年（明治4年）、明治政府は「神社ハ国家ノ宗祀」であると表明、社格制度により

全国の神社に対し官社、民社、無格社等と格付けを行なったものの、「国家ノ宗祀」たる

ことを確固とする制度はその後の30 年制定されないままであった。その間公費による神

社維持をめざした神社界の精力的な活動があり、1901年（明治34年）内務省神社局は、

荒廃した神社の、維持確実な神社への合祀を行ない、適切な祭祀の実行によって敬神観

念を高めることをめざした神社整理政策を掲げる。しかし、この政策はほとんど成果を挙

げなかったため、1906 年（明治39 年）、神饌幣帛料供進社注 2-8）を選定し、神社整理は

勅令により推進される。ここに同時期に全国的に展開されていた地方改良運動注 2-9）が作

用し、維持管理の行き届かない神社の整理という当初の方針が「一村一社」を基本とす

る整理にまで発展した。

　のちの行政域の広域化、市街地の拡大へとつながっていく一村一社をめざしたこの神社

整理は、一つの神社を村人の精神的な中心と位置づけ統治を合理的に行なおうとする行

政側の思惑や、必要以上に神社を廃し利益を得ようとする神社関係者の動きなど、当事者

それぞれの思惑が複雑に影響していた。このため、整理の度合いは日本各地で大きく異

なるとともに、畔上の研究で示されているように文 2-8 地縁集団の対応もさまざまであったこ

とがうかがわれる。

2-2-2　対象地域の概要

　和歌山県の北端に位置する和歌山市は、県下最大の平野である紀ノ川平野が東西に広

がっており、平地の割合が高い。明治時代以降、戦時中には空襲を受け市街地一帯は

焼け野原となったものの復興を果たし、かつて耕地であった場所は住宅地へと変わり、市

街地の範囲は次第に拡大してきた。しかし市の東部・南部に広がる市街化調整区域には、

集落ごとに自治運営を行なう地域が残っている。しかし、その多くにおいて高齢化が進行

し、地域文化の継承に欠かせない若年層世帯が少なくなってきている。
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2-3　合祀実施状況と合祀元神社の合祀後の状況

2-3-1　合祀実施状況

　調査時点の和歌山市内の全 63社の神社注 2-10）について、合祀の有無、合祀元神社の現

況を整理した（図2-3・表 2-1）。神社整理実施当時の和歌山市及びその北西部の地域では、

多くの神社が神社整理の影響を受けず存置されたことがわかる。合祀先神社となったこと

が確認されたのは33社であった。また、整理された神社のうち確認可能なものは、総計

178 社であった。

図 2—3　和歌山市内の神社の分布とその分類注 2-11）
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��� 神社名 合祀数
※ 1

合祀元神社の現況

�

1 小倉神社 32 5 社再生／ 1社存置※ 2 ／ 1社碑設置 �祭祀なし／その他不明

2 伊太祁曽神社 27 1 社再生／ 1社林／その他不明

� 八幡神社（相坂） 10 2 社再生（うち 1社は立地不明）／その他不明

� 宇治神社 � 1 社再生／その他不明

� 水門吹上神社 � 1 社再生／その他不明

� 矢宮神社 � 1 社再生／その他民有地（住宅 ,駐車場）

� 名草神社 � 3 社再生／その他不明

� 鳴神社 � 1 社再生／その他不明

� 大年神社 2 1 社再生／その他不明

�

10 大屋都姫神社 � 2 社かつて碑設置 �祭祀なし ,調査時現在は民有地／その他不明

11 木本八幡宮 10 公有地 (道路 )／民有地 (住宅 )

12 伊達神社 � すべて民有地 (住宅など )

13 内原神社 � すべて民有地

14 都麻津姫神社 � すべて民有地

15 力侍神社 � 1 社民有地 (更地 )／その他不明

16 伊久比売神社 � すべて民有地（住宅 ,更地）

17 加太春日神社 � すべて不明

18 射矢止神社 � 2 社民有地 (住宅 ,寺の敷地 )／ 1社公有地 (小学校 )

19 熊野神社 � すべて民有地

20 射箭頭八幡神社 2 すべて公有地

21 髙積神社 2 すべて不明

22 宇須井原神社 1 不明

23 高皇神社 1 不明

24 東照宮 1 公有地 (県立武道館 )

25 若宮八幡神社 1 民有地（駐車場）

26 竈山神社 � すべて不明

27 上小倉神社 � すべて不明

28 塩野神社 � すべて民有地（住宅）

29 志磨神社 � 公有地（公園）／民有地（住宅）

30 十五社神社 � 1 社公有地（公園）／その他不明

31 高橋神社 � すべて民有地（住宅 ,耕作地）

32 八幡神社（府中） � すべて民有地（住宅 ,耕作地）

�� 府守神社 � すべて民有地（住宅 ,耕作地）

総計 178

※ 1 �「合祀数」は各神社への合祀が行われた神社の数をさす。「㸨」は史料等の記録がないものの、聞き

取り調査で、正確な数は分からないが合祀はあった、との回答を得たもの。合祀数の総計は、「㸨」

を 1社として算出している（ただし No.10 のみ、「合祀元神社の現況」の内容を踏まえ、2社として計算）。

※ 2 �合祀先である小倉神社の管理する神社明細帳によれば、存置された天神社の欄には「明治四十二年

七月六日許可ヲ受ケ仝年十一月一日左記神社ヲ仝村大字満屋字茶留ヨリ合祀ス」とあるが、現在に至

るまで社殿はなくなっておらず、祭祀も絶えず続いてきた。神社整理以前は小倉神社と同じ「村社」

とされていたこと（その他の合祀元神社は「無格社」）、現在はない「社務所」が「社殿」の項目に記

載されていることなどから、比較的規模の大きな神社だったことがうかがわれる。合祀が行われた後

も規模を縮小し集落の神社は実質的に維持されたと考えられる。

表 2—1　和歌山市内の神社への合祀数と合祀元神社の現況
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2-3-2　合祀先神社の分類と合祀元神社の合祀後の状況

　合祀先神社33社は「合祀元神社が再生された」か否かで次の2つに分類できる。

1）合祀元神社の再生が確認された

　合祀元神社の再生が1件以上確認された合祀先神社。（図2-3：A）

　合祀が行なわれたものの、後に合祀元神社が再生された合祀先神社は9社である。

2）合祀元神社の再生が確認されなかった

　合祀元神社が存置された（詳細は表2-1の※2参照）、または跡地が使途変更された、

または跡地の位置や具体的な使途が不明である注 2-12）合祀先神社。（図2-3：B）

　使途変更の事例として、民有地として住宅や田畑などに利用されている跡地や、公有地

として道路や公園などに利用されている跡地、放置され空き地や茂みになっている跡地が

確認された注 2-13）。合祀数が不明な合祀先神社も多いが、民有地となった合祀元神社は少

なくとも51社以上、公有地となった合祀元神社は少なくとも7社以上あることが表2-1よ

りわかる。

2-3-3　再生が確認された合祀元神社

　再生が確認され、調査が可能であった合祀元神社は15 社であった。これらの合祀・

再生の時期をまとめたものが図2-4である。再生に要する費用の出資者に着目すると、出

資者が不明の2社を除いた13社は、次の2つに分類することができる。

　一方は氏子の出資による再生が行なわれた神社（図2-3、図2-4中の③〜⑨）7社である。

それぞれの合祀後、1955年（昭和30 年）（終戦後10 年経過）までに再生が行なわれて

いる傾向がみられる。氏子の出資による再生は、1991年（平成3年）に再生された⑨を除き、

すべて当時の市域外で行なわれたことが図2-3よりわかる。このことから、宅地開発によ

る新規住民の流入等の都市化の影響が及んでいないことが、氏子の出資による神社の再

生が行なわれた一因であることが推測される。

　もう一方は有志の出資により再生が行なわれた神社（図2-3、図2-4中の⑩〜⑮）6社

である。終戦後、時期に偏りなく再生が行なわれている傾向がみられる。
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2-4　氏子の出資による神社再生の経緯とその後の存続状況

2-4-1　再生が行なわれた経緯

　再生が行なわれた経緯は次の2つに大別される。

　一方は、特定の具体的な出来事を契機として再生が行なわれた場合であり、愛宕神社、

里神社、妙見神社の3社がこれに該当する。災害や不慮の事故などの神社とは直接的に

は関係がないと考えられる出来事について、神を祀っていないことがその原因であるものと

して、神社の再生が行なわれた。（図2-5：a）

　もう一方は、何か契機となるような具体的な出来事が起こったわけではないものの再生

が行なわれた場合であり、春日神社、蛭子神社、九頭大明神社、青岸神社の4 社がこれ

に該当する。身近に神社がないことからくる参拝の不便さへの不満や寂寥感が氏子らにあ

り、再生を行なおうという動きが起こった。なお、青岸神社のみ、社殿ではなく石碑を建

立していた。（図2-5：b）

2-4-2　再生後の神社の存続状況

1）社殿の管理・祭祀・その他の取り組み

　社殿の管理は、持ち回りの交代制や世話人・講による日常管理など、地縁集団ごとのルー

ルに基づき行なわれている。

　祭祀については、現在行なわれている神社は6社あり、そのうち管理と同じく持ち回り

により祭祀が行なわれている神社は3社だった。頻度でみると、年に1～ 5回程度行な

われている。

　再生後は合祀前から行なわれていた神社運営（社殿の維持と祭祀の継続）のみが行な

われており、その他の取り組みは確認されなかった。（図2-5：c）

2）今後の存続に関する課題

　春日神社にみられるように、再生された神社の多くは運営を担う若年者の不足等、地縁

集団の問題を抱えていることが明らかになった。再生を行なった氏子がほとんど他界し、

合祀・再生が行なわれたという事実を知らない住民が多数を占める現代においては、愛



41

第 2 章

神社整理の対象となった神社の存続・再生の実態把握

図
2
—
5
　
氏
子
の
出
資
に
よ
る
神
社
再
生
と
そ
の
後
の
存
続
状
況



42

地域社会の持続可能性を担保する

神社の存続・再生に関する研究

宕神社のように、高齢化した地縁集団の中の若年者に「（祭祀は）もうやる必要がない」

という意見もみられる。（図2-5：d）

2-4-3　小括

　再生が行なわれた経緯については、いずれの場合も氏子らの信仰が根底にあり、共同

で出資し、再生に至っていると考えられる点で同様である。いずれも終戦後10 年までに

再生が行なわれたことが図2-4から読み取れる。全国的に見た場合に最新のものとして、

1991年（平成 3年）に「家郷社会における住民の紐帯を再確認する契機として」注 2-14）行な

われた三重県名張市の相楽神社の再生が報告されている。氏子の出資による再生は過疎

高齢化の進行で今後ますます起こりにくくなっていくと考えられる。

　再生後の神社は、それぞれの方法で運営されていたが、地縁集団の高齢化に伴う祭祀

の簡略化・廃止、次世代の担い手不足などといった、合祀の有無に関わらずみられるよう

な今日的な課題に直面している様相が明らかになった。現状のまま高齢化が進行すれば、

こうした神社の多くは現在の春日神社の状態のように有志が管理を引き受けるか、放置さ

れるかのいずれかに至る可能性が高いと考えられる。
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2-5　有志の出資による神社再生の経緯とその後の存続状況

2-5-1　再生が行なわれた経緯

　再生が行なわれた経緯は次の2つに大別される。

　一方は、特定の具体的な出来事を契機として再生が行なわれた場合であり、武内神社

がこれに該当する。祭神が再生提唱者の夢枕に立ち啓示をしたことが再生の理由であると

されており、「昭和4年に合祀元神社の跡地が合祀先神社の社領地になって以来、再生を

行なおうという話は幾度となく出ていた」注 2-15）という話も考慮すると、何らかの契機となる

出来事が起きれば再生に至る状態であったと予想される。（図2-6：e）

　もう一方は、何か契機となるような具体的な出来事が起こったわけではないものの再生

が行なわれた場合であり、武内神社を除く5社がこれに該当する。（図2-6：f）以下、こ

れら5社の詳細をみる。

　八幡神社（小雑賀）の場合、終戦を機に有志で再生が行なわれた。経緯は不詳である

が、合祀元神社の氏子地域から合祀先神社までは徒歩で20分以上かかることを考慮する

と、再生を行なった主体の参拝不便が一因と考えられる注 2-16）。

　栄谷諏訪神社の場合、合祀後も個人で祭祀を行なっていたことから、S親子が再生の機

会をうかがっていたとみられる。

　中言神社は失われていた社殿を再生の提唱者自身が寄進し、再生が行なわれている。

　堅眞音神社の場合、合祀元神社の氏子区域が合祀先神社から離れているために普段の

参拝者が少なくなってしまっている状況を見かねた神社職員が、親交のあったT氏に依頼

し、T氏宅（元の氏子地域外）に社殿が再建され、神社の再生が行なわれた。費用はす

べてT氏が出資した。

　足神神社の場合、管理者不在で荒廃していた合祀先神社を活気づけようとする神社職

員が、より多くの人に参拝してもらえる神社にすべく足神神社の再生を提唱し、合祀先神

社の責任役員とともに地縁集団に出資を募った。

2-5-2　再生後の神社の存続状況

1）社殿の管理・祭祀・その他の取り組み

　社殿の管理は、有志により行なわれてきたのは八幡神社（小雑賀）、栄谷諏訪神社、

中言神社、堅眞音神社の4 社であり、合祀先神社の神社職員により行なわれてきたのは
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武内神社、足神神社の2社である。（図2-6：g、h）

　祭祀については、現在行なわれている神社は全部で3社である。武内神社と足神神社

は有志の協力を得て行なう。頻度でみると中言神社、武内神社は 2-4で扱った神社と同

程度の1～4回であるのに比べ、足神神社は年に12回行なわれている。

　その他の取り組みについては、中言神社、堅眞音神社、足神神社の3社で確認された。

　中言神社の場合、移住してきた住民も参加しやすい地域行事を行なっている。

　堅眞音神社の場合、神社を管理するT氏の「神も仏も同じ神様」という考えのもと、毎

月社殿に併設された不動堂と併せて祭祀を行ない、近隣地域の住民の悩み相談や交流の

場を設けている。

　足神神社の場合、氏子区域内に少しでも緑地を増やそうと神社職員が企画した有志の

植樹活動、子供らへの日本文化や礼儀作法などの教育を行なう。（図2-6：h）

2）今後の存続に関する課題

　再生を行なった主体の存命中は管理・祭祀が周囲の協力を得ながら行なわれているも

のの、管理者の不在により、最終的に社殿のみが残る状態に至り、祭祀は継続されなくなっ

てしまう傾向が八幡神社（小雑賀）・栄谷諏訪神社の例からみられる。（図2-6：i）

　中言神社の場合、8人の世話人が多世代で構成されていることもあり、今後も存続され

ていく可能性が高いと言える。

　武内神社の場合、地縁集団の高齢化が苛烈であることが大きな課題ではあるが、立地

条件などから、今後も氏子区域外部からの参拝者が一定程度見込まれる。

　堅眞音神社の場合、合祀先神社の神社職員がT氏に対し運営の指導をし、かつては祭

祀も行なわれ神社は隆盛したが、神社職員の離職に伴いT氏と合祀先神社の間の交流が

途絶え、祭祀も廃止された。存続されるかどうかは調査時点では不明瞭である。

　足神神社の場合、今後存続されていくかどうかは合祀先神社の運営状況によるところが

大きいが、神社職員のさまざまな活動展開によって神社への参拝者は増えてきていること

がうかがわれた。（図2-6：j）

2-5-3　小括

　社殿の再建に要する資金の問題があるため、中言神社や堅眞音神社のように再生を行

なおうとする有志に金銭的に余裕のある場合でない限り、他者からの出資を募る必要があ

り、その場合神社の再生は時間と労力を要する行為であるといえる。しかし足神神社にみ
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られるように地縁集団に出資を募ることで、出資した人の中に「自分が出資したのだから

参らないといけない」と考える人が増え、結果的には神社への参拝者の増加、再生後の

神社の存続につながる場合があることが確認された注 2-17）。

　今後の神社の存続に関しては、八幡神社（小雑賀）のように個人から個人への継承がう

まく行なわれた例もみられるが、その後は地縁集団の高齢化による担い手不足という課題

に直面し、祭祀の停止へと至っている。また、地縁集団が高齢化していなくとも、栄谷諏

訪神社のように再生後の祭祀がのちに転入してきた住民と関わりのないものとなってしまう

と、再生を行なった有志が引退した後の担い手の不在を招きかねない。

　その意味において、再生後の神社の運営は、中言神社や堅眞音神社、足神神社のよう

に、地縁集団に信仰面以外でも貢献する取り組みを積極的に展開し、神社を地縁集団の

ものとして存続させ、当該氏子区域に根付かせる努力が必要であるといえる。
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2-6　まとめ

2-6-1　本章のまとめ

　本章では以下が明らかになった。

 　研究対象地とした和歌山市内では、整理対象となった神社が少なくとも 178 社存

在することが確認された。神社の跡地の大半は民間の住宅地や耕作地など神社とは異

なる用途に転用されている一方で、1割弱の神社で石碑や遥拝所などの神社に関連した施

設の設置や、社殿の再建がみられた。（2-3）

　氏子の出資による再生は7社確認され、再生時期は消失後約50 年以内までに集中し

ている傾向がみられ、それらの神社の社殿はいずれも再生当時の和歌山市域外に立地し

ていた。再生の経緯としては、特定の具体的な出来事（神社をなくしたことによる災いとさ

れる事故など）を契機として再生が行なわれた場合3件と、何か契機となるような出来事

が起こったわけではないものの再生が行なわれた場合4件の2つがみられた。社殿の管理・

祭祀は、いずれも合祀前と同様になされていることが確認されたが、6社において地縁集

団の人口減少・高齢化による存続の課題が挙げられた。（2-3、2-4）

　有志の出資による再生は6社確認され、再生時期は消失後約40〜100 年が経過した

時点となっている。再生の経緯としては、特定の具体的な出来事を契機として再生が行な

われた場合1件と、何か契機となるような出来事が起こったわけではないものの再生が行

なわれた場合5件の2つが見られた。社殿の管理・祭祀は、合祀前と同様になされているが、

それに加えて、近隣地域の住民間の交流を促す場の提供など、地縁集団に貢献する活動

を行なっている神社が複数確認された。3社において地縁集団の人口減少・高齢化による

存続の課題が挙げられた。（2-3、2-5）

2-6-2　考察：神社整理の対象となった神社の存続・再生（次 頁々 図 2-7）

　たとえ神社の消失から100 年近く経った後であっても、神社に由来する価値観を有する

者が多少なりとも氏子区域に存在すれば、神社は再生され得ることが明らかとなった。

　有志により再生された後に神社が存続されていくためには、神社を再生させた有志にと

どまらず、より多くの住民を神社の護持に関与させていくことが必要であると考えられる。
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よって、住民が気軽に参加できる「祭祀以外の行事」は、神社の存在を認知させ、神社

への地縁集団の関与を増していくための工夫の1つと評価できよう。

　しかしながら再生された神社 13 社のうち 9 社について、地縁集団の人口減少・

高齢化が進む中で、社殿の維持、祭祀の継続を氏子のみで担っていくことが難しく

なっている現況が明らかとなった。この結果は、地縁集団を超えた氏子区域外部と

も関係を築いていくことが今後神社を存続・再生する上で重要であることを示唆し

ている。

　そこで、次章・次々章では、地縁集団を超えた氏子区域外部との関係構築を通じ

て神社が再生・存続された事例を詳細に分析することとする。
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〈注釈〉

注 2-1） 　 北浦が参考文献 2-1において指摘するように、明治の神社整理政策上用いら

れている「合併」、「合祀」という語は行政文書にみてもその意味に一貫性がな

く、先行研究においても用語上の差はあまり問題視されてこなかった。本稿では、

これらを併せて「合祀」と定義する。

注 2-2）　 神社整理後の神社の祀り直しの行為に関しては、既往研究において様々な用

語が用いられてきた。例えば「復旧」は「嘗て他の神社に合併せられたもの

を更に分祀して神社と為す場合」（戦前の神社行政法において）をさし、「分祀」

は「本社に対し別に神社を創設しその分霊を鎮祭」すること、「再興」は「嘗て

実在した神社の現在廃絶して居るものを再興する」ことをさす。「復祀」は櫻井

の㐀語で、「明治末期の神社整理によって神社を合祀で消失した地域住民が後

にそれを再建し、祭祀を復旧する行動」をさす（参考文献 2-2 参照）。

注 2-3）　 補表 2-1 に調査概要を示す。

氏子（管理者）ሀ┾㡢神社

࠙調査 2-ϸࠚ㟁ヰによる⪺き取り調査
対象者：和歌山市内の神社の宮ྖ及び管理者

ᅇ⟅数／対象数：59 ／ 63

調査期間：2013 年 7 ᭶上᪪ -10 ᭶上᪪

⪺き取り内容：
神社整理時の合祀の有↓／（合祀先であった場合）
合祀数、整理後の合祀元の状況につ࠸て

࠙調査 2-Ϲࠚ⪺き取り調査

対象者：再生が行われた神社の社殿の管理を担う
　　　　氏子など

ᅇ⟅数：13

調査期間：2013 年 7 ᭶下᪪ -10 ᭶下᪪

⪺き取り内容：
調査 2-ϸの補㊊／再生が行われた神社の㐠Ⴀ状況

ឡ᏾神社

⻄子神社

஑頭大明神社

㟷ᓊ神社

武内神社

神社名 対象者

八幡神社（小㞧㈡）

氏子（ୡヰ人）

㔛神社 氏子（講௦表）

春日神社 氏子（元管理者）

社殿にే設された寺の住⫋（管理者）

氏子（ୡヰ人）

氏子

氏子（元管理者）

合祀先宮ྖ（管理者）

㊊神神社 合祀先宮ྖ（管理者）

ጁぢ神社 氏子 （注 2-4）

中ゝ神社 氏子（ୡヰ人）

ᰤ㇂ㄶゼ神社 氏子（管理者）

補表 2—1　調査概要
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注 2-4）　 管理者は「（不慮の事故が再生の理由であるため）詮索されたくない」という

理由で調査協力は得られなかった。代わりに事情に詳しい近隣地域の住民 �

氏に聞き取り調査を行った。

注 2-5）　 参考文献 1-30、2-2、2-3、2-4 を用いた。

注 2-6）　 和歌山市内神社の記載がある参考文献 2-5 を用いた。

注 2-7）　 神社整理は 1906 年（明治 39 年）から 1914 年（大正 3 年）にわたって行

なわれたものであり、100 年前の事象を取り扱う以上、文献や図版は限

られており、得られる情報には一定の限度がある。そのため神社整理当

時及びその後の運営状況を知る氏子らへの聞き取り内容を主たるデータ

ソースとした。

注 2-8）　 公費を受けることのできる神社のこと。

注 2-9）　 日露戦争による国家財政膨張に伴い、その財源となり衰退してしまった地方の

再建をめざした官製運動。

注 2-10）ただしここでいう神社は、法人格を有し、神社本庁包括下にあるものとする。

注 2-11）�国土地理院基盤地図情報、国土交通省国土数値情報、参考文献 2-7、2-8 を

もとに作成。

注 2-12） 調査 2- ⅰでの高積神社神社職員、宇須井原神社神社職員、上小倉神社神

社職員への聞き取りでは、「住宅か耕作地になっているだろう」という回答を

得た。

注 2-13）�空き地や茂みになっている跡地は、聞き取り結果を踏まえると、そのほとん

どが民有地であると考えられる。

注 2-14）参考文献 1-10 の 115 頁より。

注 2-15）合祀先神社（武内神社）の神社職員への聞き取りより。

注 2-16）合祀先神社（矢宮神社）の神社職員への聞き取りより。

注 2-17）合祀先神社（宇治神社）の神社職員への聞き取りより。



52

地域社会の持続可能性を担保する

神社の存続・再生に関する研究

〈参考文献〉　

2-1� �北浦康孝：神社整理問題の射程 -埼玉県北足立郡内間木村の事例を通して，早

稲田大学大学院文学研究科紀要第 4分冊，早稲田大学大学院文学研究科，2009

 2-2 和歌山県史編纂委員会：和歌山県史-近現代1，和歌山県，1989

2-3 和歌山市史編纂委員会：和歌山市史-第2巻,和歌山市，1989

2-4 和歌山市史編纂委員会：和歌山市史-第 3巻,和歌山市，1990

2-5 和歌山県：和歌山區海部郡神社明細帳,和歌山県，1879〜 1946

2-6  畔上直樹：明治末・神社合祀問題における農村社会の対応形態 -和歌山県日高郡

農村部の事例にみる「抵抗」と「容認」，日本史研究，vol.423，pp.1-29，1997

2-7 安藤精一，五来重：和歌山県の地名，日本歴史地名大系第31巻，平凡社，1983

2-8 和歌山県神社庁：新編和歌山県神社誌，神社誌編集委員会，2010



第 3章　氏子区域外部との関係構築を通じた

神社の存続・再生

：岩手県下閉伊郡山田町大杉神社





��

第 3章

氏子区域外部との関係構築を通じた神社の存続・再生

　　　　：岩手県下閉伊郡山田町大杉神社

3-1　本章の目的と構成

3-1-1　はじめに

　2011 年 3 月 11 日に発生した東日本大震災は、日本の観測史上最大の震度を記録

し、広域にわたり被害をもたらした。特に三陸沿岸の津波常襲地域の被害は甚大で

あり、5 年近くが経過した現在も、災害公営住宅の整備等各復興事業に遅れがみら

れ、被災住民は生活再建までの先行きの見えない生活を強いられている注3-1）。

　歴史的にみて、津波常襲地域の漁村集落は地震・津波といった災害が起こること

をふまえて地域社会の持続に努めてきた。そうした先人の遺産の一例として社寺の

存在が挙げられる。交流・避難場所としての社寺の機能は知られるところである文

1-38, 文 3-1, 文 3-2。その点で、昭和三陸津波後の内務省による復興計画の方針の一節に

「役場、公共施設、社寺等を最高箇所に移し、広場を設けること」という趣旨の記

述がある注3-2）ことは注目に値する。一方で調査時現在で行われている復興事業では、

どの事業方針の文面においても社寺に関する記述はほとんど見受けられない。

　ところで、三陸沿岸は郷土芸能注 3-3）をはじめとする民俗文化財が豊富であり注

3-4）、神社の祭祀や身内の祝いの場等において披露されてきた。特に祭祀に関しては、

郷土芸能団体及び神輿会が参加する形式をとる場合が複数みられる（図 3-1）。

※写真は「山田祭を再び実行委員会」
及び「山田町観光協会 公式ブログ」
（http://yamada-kankou.seesaa.net/a
rticle/163125857.html）より転載。

祭 祀
3-3、3-4

郷土芸能団体

参加参加

舎人（神輿会）
������

神社

図 3-1　神社の祭祀への参加団体

3-1-2　研究対象の選定と本章の目的

　本章では、東日本大震災による被災後、氏子区域外部との関係構築を通じて再生

されてきた岩手県下閉伊郡山田町の大杉神社を対象に、再生の経緯や再生後の社殿

の管理、祭祀の実施体制等を把握することを目的とする。
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3-1-3　研究の流れ

　研究の流れを図 3-2 に示す注3-5）。

　3-2 では東日本大震災に伴う津波による神社の被害と被災後の状況を調査 3- ⅰ・

3- ⅱをもとに把握する。

　3-3 では対象地域、対象神社の概要を調査 3- ⅲ・3- ⅳ・3- ⅴ・3- ⅵをもとに記す。

　3-4 では大杉神社の再生の経緯とその後の存続状況を調査 3- ⅴ・3- ⅵより整理

する。それをふまえ 3-5 では祭祀を構成する郷土芸能団体の活動の再開経緯と継続

状況を調査 3- ⅳ・3- ⅵより、3-6 では大杉神社神輿会（旧大杉神社十年会）（以下、

それぞれを単に「神輿会」「旧十年会」とも記す）の活動の再開経緯と継続状況を

調査 3- ⅴ・3- ⅷより把握する。

　以上をもとに 3-7 では本章のまとめを行う。

郷土芸能団体の活動の再開経緯と継続状況���

大杉神社神輿会（旧十年会）の活動の再開経緯と継続状況���

本章の目的と構成���

東日本大震災に伴う津波による神社の被害と被災後の状況���

対象地域・対象神社の概要���

大杉神社の再生の経緯とその後の存続状況���

まとめ���

図 3-2　研究の流れ
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3-2　�東日本大震災に伴う津波による神社の被害と被災後の
状況

　本節では調査 3- ⅰ・3- ⅱに基づき、東日本大震災に伴う津波によって被害を受

けた沿岸部注 3-6）の神社の状況を捉える（なお神仏習合を考慮し、寺院の状況も併

せて調査を行なった）。

3-2-1　神社の被害状況と被災後の状況

　調査範囲注 3-5）に存在する神社のうち、11 社が明らかに浸水範囲内にあり、10 社

が地図からでは浸水状況の判別が困難であった。また寺院については、5 寺が明ら

かに浸水範囲内にあり、3寺が地図からでは浸水状況の判別が困難であった。

　これら 21 社の神社及び 8寺の寺院に対する現地調査の結果、5社の神社、6寺の

寺院が社殿や本堂など主要な建築物に津波による被害を受けたことがわかった。

　月山神社（No.3）は、近接する邸宅に暮らす N家が管理していたが、邸宅・社殿

ともに流失した。N 家は高台に移住予定で、拝殿を再建するか否かは調査時点で未

定である。大杉神社・荒神社（No.5、No.9）は、社殿が損壊したものの、神社本庁

や公益財団法人等の支援を受け再建がなされた。金比羅神社・毘沙門神社（No.10、

No.25）は、社殿が損壊したが復旧されている。

　江山寺（No.2）は、本堂が浸水、仏具が流失したが、各方面からの寄付を受け復

旧がなされた。海蔵寺（No.6）は、本堂などが流失し、調査時現在までプレハブの

建物となっている。蓮乗寺・常楽寺（No.13、No.17）は、本堂などが流失し、震災

後はプレハブの建物となっていたが、各方面からの寄付により本堂や庫裡などの再

建がなされた。江岸寺（No.14）は、本堂などが流失し、震災後はプレハブの建物となっ

ており、土地の嵩上げが完了するまでは再建の見通しが立たない。盛巌寺（No.23）

は、本堂が浸水し、震災後はプレハブの建物となっていたが、復旧されている。

　以上のように、寺院の被災後の動向として、被災した 6寺はいずれとも本堂等が

流失したのち仮設（プレハブ）で再開しており、そのうち 4寺が復旧まで至っていた。

3-2-2　小括
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　社殿が損壊したものの氏子区域外部からの支援を受けて社殿が再建された神社が

2 社、社殿が損壊したものの社殿が修復された神社が 2 社、社殿が損壊し調査時点

まで社殿の再建や修復の目処が立っていない神社が 1社確認された。社殿の損壊が

軽度の場合の修復は地縁集団で対応されているが、損壊が重度の場合は氏子区域外

部からの再建に対する支援が有用であることがうかがわれた。

図 3-3　社寺の津波による被害状況

��� 名称 被害状況〈調査時現状〉 立地 祭 芸
1 金浜稲荷神社 大きな被害なし 宮

ྂ
市

金浜 - �

2 江山寺 本堂床上浸水、仏具流失〈修復済〉 金浜 - �

3 ᭶山神社 拝殿流失〈再建未定〉 重茂 - �

4 薬師神社 大きな被害なし

山
田
町

大沢 - 3

5 大杉神社 社殿損壊〈移転・再建済〉 北浜町 ○ �

6 海蔵寺 本堂など流失〈位牌堂再建予定〉 船越 - 2

7 稲荷神社 大きな被害なし 大浦 ○ 3

8 八幡宮 大きな被害なし 船越 ○ 2

9 荒神社 本殿・拝殿床上浸水〈修復・再建済〉 船越 ○ 2

10 金比羅神社 社殿床上浸水〈修復済〉

大
槌
町

吉㔛吉㔛 ○ �

11 大槌稲荷神社 大きな被害なし 安渡 ○ 3

12 大徳院 大きな被害なし 大槌 - 1

13 蓮乗寺 本堂など流失、墓一部損壊〈本堂再建済〉 末広町 - �

14 江ᓊ寺 本堂など流失、墓一部損壊〈再建未定〉 末広町 - �

15 小鎚神社 大きな被害なし 上町 ○ �

16 舘稲荷神社 大きな被害なし

㔩
石
市

片ᓊ町 - 1

17 常楽寺 本堂など流失、墓一部損壊〈本堂再建済〉 鵜住居町 - �

18 白山權現社 大きな被害なし 鵜住居町 - �

19 本行寺 大きな被害なし 鵜住居町 - �

20 箱崎神社 大きな被害なし 箱崎町 ○ 2

21 佐須神社 大きな被害なし 平田 - �

22 八幡神社 大きな被害なし 唐丹町本郷 - �

23 盛巌寺 本堂浸水、鐘撞堂倒壊〈修復済〉 唐丹町小白浜 - �

24 天照御祖神社 大きな被害なし 唐丹町片ᓊ ○ �

25 毘沙門神社 社殿損壊〈修復済〉 唐丹町大石 ○ �

26 大海津ぢ神社 大きな被害なし
大
船
渡
市

三陸町吉浜千歳 ○ �

27 新山神社 大きな被害なし 三陸町吉浜上野 - �

28 崎山大明神 大きな被害なし 三陸町綾㔛砂子浜 - �

29 市杵島神社 大きな被害なし 三陸町吉浜石浜 - �

「祭」凡例　○：例大祭の存在が確認された　-�：例大祭の存在が確認されなかった　「芸」＝町丁内の郷土芸能の数

宮古市

山田町

大槌町

釜石市

大船渡市

凡例
　：主要な建築物に津波被害を

　　受けた社寺

　：大きな被害のなかった社寺

� � ����

�
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3-3　対象地域・対象神社の概要

　本節以降は、立地する町丁内に郷土芸能が多く存在し、社殿に津波による被害を

受けたものの氏子区域外部からの支援を受けて再生された、岩手県下閉伊郡山田町

北浜町の大杉神社（図 3-3 中 No.5）を取り上げる。

3-3-1　対象地域の概要

　山田町は、三陸沿岸のほぼ中央に位置

し、海水面の静かな山田湾・船越湾を擁

している（図 3-4）。漁業資源に恵まれ

るが、漁業者は産業別人口の記録のある

1960 年以降減少傾向にある。町人口も

1980 年ごろの約 25000 人をピークに減少

を続けている（図 3-5）。1896 年の明治

三陸大津波による被害は甚大で、死者は

2950 人にも上った。2011 年 3 月の震災

前の全町の人口は 19270 人であり、震災

による死者・行方不明者は 824 人（約 4.3％）、全町の 7199 戸のうち 3369 戸（約

46.8％）の家屋が被災、町内の事業者の約 7割が被災した。沿岸地域は災害危険区

域が指定され、防潮堤の建㐀、嵩上げによる宅地㐀成等が進められている。

図 3-5　山田町及び大杉神社の歴史的変遷
注 3-7）
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　調査 3- ⅳをふまえ、時系列に沿って山田町の復興過程を整理する。被災以降、

避難所、応急仮設住宅、災害公営住宅へと被災住民らの住環境は遷移し、調査時現

在は災害公営住宅への入居が進められている段階である（図 3-6 内「住環境再建に

宮古市

大船渡市

豊間根

織笠
船越
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山田

� � ���

�

大杉神社

図 3-4　山田町地図
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関する出来事」）。被災後 7ヶ月が経過した 2011 年 10 月の魚市場再開をはじめとし

て、共同仮設店舗「産業復興棟」完成、地盤沈下の影響を受けた魚市場の新設等が

確認されたが、それらは 2014 年までに起きている（図 3-6 内「産業復興に関する

出来事」）。以上を踏まえると、調査時点までの山田町の復興フェーズは以下の 3段

階に分けることができる。

 〈1〉避難所での生活が始められ、応急仮設住宅の整備が進められる段階。

 〈2〉 応急仮設住宅での生活が始められ、災害公営住宅の整備、産業復興が進めら

れる段階。

 〈3〉 災害公営住宅での生活が始められ、産業復興の主立った動きが一段落した段階。

　対象地域における民俗文化財としての郷土芸能の位置づけを把握するため、山田

町内の恒例行事注3-8）の実施状況を整理した。

　調査 3- ⅳの結果をまとめたものが表 3-1 である。表 3-1 中の全 36 行事は、被災

後の実施状況にもとづき、被災後も前年度までと同様に継続して実施された行事（以

後、「継続行事」）、被災後に休止するも調査時点までに再開されていた行事（以後、

「再開行事」）、被災後に新規で実施され始めた行事（以後、「新規行事」）、被災後調

査時点まで休止中の行事（以後、「休止中行事」）の 4つに大別される。

　継続行事は 12 件あり、うち 7 件は山田町内各地の神社の祭祀であった。再開行

事は 9件あり、うち 2件が神社の祭祀であった。新規行事は 6件あり、うち 1件は

図 3-6　山田町の復興過程
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第 3 章

氏子区域外部との関係構築を通じた神社の存続・再生

　　　　：岩手県下閉伊郡山田町大杉神社

3-4　大杉神社の再生の経緯とその後の存続状況

3-4-1　再生が行なわれた経緯

　大杉神社では、氏子総代らと神社職員による話し合いをふまえて、被災後 1年目

から再生が進められた。祭祀は継続して実施すること注 3-10）、社殿は津波の被害を

受けない高台に移転すること注 3-11）が方針として定められ、神社職員の指示のもと、

氏子らが再生に向けた取り組みを展開してきた。

　大杉神社の再生の経緯を、山田祭との関係も含めて表 3-2 に整理した。

表 3-2　大杉神社の再生の経緯

大
杉
神
社
社
殿
の
損
壊
（2011.3

）

　2011 年度は「復興祈願祭」として境内での神事が行われた。

　2012 年度は山田八幡宮例大祭の陸上渡御、お祭り広場の出店・ステージイベン

トが再開された。

　2013 年 9 月、神社本庁からの復興支援材のヒノキ 80 本の寄進を受けて高台に仮

社殿が建設された。2013 年度の山田祭はその 1 週間後であり、大杉神社例大祭に

おいても場所を限定し、仮神輿を用いた陸上渡御が実施された（海上渡御も予定さ

れていたが、悪天候のため中止された）。

　2014 年 8 月に神輿の修復が完了したことを受け、2014 年度と 2015 年度の例大祭

では陸上渡御、潮垢離、海上渡御が実施された。

3-4-2　再生後の神社の存続状況

1）社殿の管理・祭祀・その他の取り組み

　損壊した旧社殿を取り壊すかどうかは調査時現在では定かでなく、高台に新設さ
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れた仮社殿とともに、氏子総代を中心として管理が行なわれている。

　祭祀・その他の取り組みについては次節以降で詳述する。

2）今後の存続に関する課題

　例大祭には山田町の若年世代も多く参加しており、当面の存続が見込まれる。次

節以降で詳述する。

3-4-3　小括（図 3-9）

大杉神社は被災後も祭祀を絶やさずに実施し、被災から 2年半後に仮社殿を新設

し、3 年半後の 2014 年度例大祭から震災前と同様の内容で例大祭を実施していた

ことが確認された。

　次節・次々節では、祭祀（大杉神社例大祭）を構成する郷土芸能団体、神輿会に

着目し、活動の再開経緯と存続状況を捉える。

t2011.3.11 2015.9
山

図 3-9　大杉神社の再生と存続の状況
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3-5　郷土芸能団体の活動の再開経緯と継続状況

3-5-1　大杉神社例大祭参加団体の被災前後の動向

　大杉神社例大祭の参加団体は、被災前後の動向に着目すると以下の 3つに分類で

きる（図 3-10）。

①震災後の例大祭への参加が確認された団体：山田大神楽（関谷）、八幡大神楽（八

幡町）、八幡鹿舞（八幡町）、山田境田虎舞（境田町）、愛宕青年会八木節（後楽町）、

関口剣舞（関口）、神輿会の 7団体。

ղ震災後の例大祭への参加はな࠸が、参加に向けた動きが確認された団体：川向

十二支（川向町）1団体。

③震災後の例大祭への参加はなく、参加に向けた動きࡶ確認されなかった団体：手

舞（山田海峰会）、北小剣舞（山田北小学校）の 2団体。

　①・②に分類された計 8 団体のうち、神輿会を除く、地区ごとに担われてきた

7 団体を対象として実施した調査 3- ⅶをもとに（図 3-11-1、図 3-11-2、図 3-11-

3）、郷土芸能団体の活動の再開経緯と継続状況を捉える。なお、地区の位置につい

ては後出の図 3-13-1 から図 3-13-5 を参照されたい。

3-5-2　郷土芸能団体の活動の再開経緯と継続状況

　対象の 7団体はその被害状況に基づき、次の 2つに大別できる。

1）人的被害なし、用具被害なし（〜軽度）、拠点被害なし

　➊山田大神楽、➋関口剣舞の 2団体。直接的な被害をほぼ受けておらず、震災直

後はイベント参加等の活動機会は一時減少したものの、震災後も資金・参加者数で

見ると大きな変化は見られない。

　困り事として、「神幸祭の巡行経路が一定しない」といった震災が直接的な原因

となっているものと、「人材不足」といった震災前からの課題が深刻化したものが

挙げられた。
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神社の存続・再生に関する研究

2）人的被害 0〜 5名、用具被害あり、拠点被害あり

　➌八幡大神楽、➍八幡鹿舞、➎愛宕青年会八木節、➏山田境田虎舞、➐川向十二

支の 5団体。いずれの団体も「ヤド」と呼ばれる倉庫を兼ねた集会所（打ち合わせ

時や祭祀当日に団体メンバーが集う拠点）が損壊し、そこに保管されていた用具の

多くも浸水・流失・焼失した。各団体の被災後の活動の再開経緯を模式的に示した

ものが図 3-12 である。以下、イ〜リの 9 項目に分けて活動の再開経緯と継続状況

図 3-10　大杉神社例大祭の神幸行列の震災前後の変化注 3-12）
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を概述する。

イ .資金

　いずれの団体も「お花」と呼ばれる祝儀を資金として活動し、被災後は山田町外

からの補助金や助成金も得て用具・拠点の再整備に充てている。➌・➍・➏は 1年

以内に最初の支援を受用している。

ロ .用具

　➌・➍は山田町外の他団体からの用具の貸出・提供を受けており、特に➍では、

そのことが後に団体の活動機会の増加につながっていることがわかる。逆に➎では、

活動機会を増やしたことが後の用具の提供を受けることにつながっている。➐は被

災後、支援受用を検討してきたが、運営上の課題が多く、3 年以上主だった活動は

なかったが、適当な支援元が見つかったことを機に用具の再整備が進められた。

ハ .活動

　➌や➍は、用具が揃わない状態ながらも被災 3〜 4ヶ月後から山田町外での公演

を行ってきた。4 年半が経過した調査時点で、活動頻度が被災前とほぼ同程度まで

戻っている➏のような団体もあれば、用具の整備も儘ならない➐のような団体もあ

り、活動の再開具合に大きな差が見られる。被災前は山田祭への参加以外に活動が

見られなかった➍も、被災後山田町外のイベントでも演じる等、活動頻度を増加し

ている注3-14）。

ニ .組織体制

　➍・➏・➐には被災前から保存会が存在した。➌は団体として支援を受用すると

同時に、団体メンバーからも会費を徴収するために、また、➎は年配のメンバーの

関与の希薄化を防ぐために、保存会を新設した。

ホ .山田祭参加人数

　➌・➍は被災前に比べ大幅に減少している。その理由として、遠隔地にある仮設

住宅から練習に通えず、山田祭にも参加できない子供が一定数いることが挙げられ

た。一方で、➎には被災前の 2倍もの参加者が集まった年度もあった。

ヘ .山田祭参加者の居住地域

　いずれの団体もそれぞれの地区を発祥として伝承されてきたものの、地区人口減

少の影響等から、被災前から山田町内全域で参加者を募っている。
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ト .団体の拠点

　ヤドについては、用具保管のために一時的に個人宅や仮設店舗（産業復興棟）を

借用する、プレハブ小屋を建てる、本設の建物を建てる（順に図 3-12 中の〈一時

的借用〉〈仮設〉〈本設〉に対応）、といった段階を経て再整備が進められてきてい

る（図 3-13）。しかし➌のように、復興工事の影響でもとの地区には当分ヤドを設

置できない団体もある。練習場所が被災した➌・➏については、コミュニティセ

ンターや広場を利用している。（図 3-14-1、図 3-14-2、図 3-14-3、図 3-14-4、図

3-14-5）

図 3-13　被災後の郷土芸能団体のヤド

➍八幡鹿舞ヤド（2015 年〜）➌八幡大神楽ヤド（2015年〜） ➎ឡ᏾㟷年会八木節ヤド（2015年〜）➏山田境田虎舞ヤド（2011年〜）

チ .神社職員の働きかけ

　大杉神社・山田八幡宮の宮司は、単に祭祀の取り仕切り役として郷土芸能団体に

祭祀への参加を促すのではなく注3-15）、具体的な支援元の紹介（➍・➏）等を通して、

郷土芸能団体の活動の再開に貢献してきたことがわかる。

リ .活動の継続にあたっての課題

　2011 年 11 月時点では、ヤドの確保（➌）、用具の整備（➌）、人手不足（➍・➏）、

資金の確保（➏）が挙げられた。

　2015 年 9 月時点では、ヤドの確保（➌・➎・➏・➐）、人手不足（➌・➍・➎・

➏）、仮設住宅が練習場所から遠くなったために子供が練習に来られないこと（➍）、

衣装の作成に必要な器械は支援を受けられなかったこと（➍）、土地の問題からヤ

ド建設のための支援を得るまでに時間を要したこと（➎）、今後のヤドの維持（➎）、

団体としての運営（➐）といった困り事が確認された。

　元の地区にヤドを置きたいというコメントもあるなか（➌・➍）、調査時点で元

の地区にヤドを設置できているのは➏のみであった。➎・➏は会員やその関係者の

紹介等で土地を得ており、その他の団体でも適地確保までに時間を要したり、設置

できたとしても規模の問題があることが確認された。
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3-5-3　小括（図 3-15）

　用具・拠点の被害を受けた団体は、最㏿で被災後 3日目から用具の調達にとりか

かり、多くが半年後の山田祭に参加し、用具に関しては調査時点までに概ね再整備

を終えていることが確認された。

　用具・拠点の再整備にあたっては山田町外からの支援が必要とされ、文化財支援

を目的とする公益財団法人に対する支援要請や、用具が未整備な状態でも山田町外

の催事に参加し団体の認知度向上を図ること、類似の他団体との交流を図ることに

より、資金提供や用具の貸出・提供を受けていたことが確認された。団体の活動に

必要なヤドについては、仮設店舗を転用するなどの一時的対応が取られていた。

　山田町内各地区で伝承されてきた郷土芸能は、人口減少等の影響を受け、被災前

図 3-15　郷土芸能団体の活動の再開過程と継続状況

）
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から山田町内全域で参加者を募っている実態が確認された。保存会を設立し、再生

に向けた体制を整えている団体が複数確認された。

　神社職員は支援元の紹介・定期的な声かけ等を通して、郷土芸能の活動再開に貢

献してきたことが確認された。

　郷土芸能団体の活動継続にあたっての課題として、被災直後に挙げられたのは拠

点の確保、用具の整備、人手不足、資金の確保であり、拠点の確保、人手不足につ

いては被災後 4年半経過時点でも挙げられた。
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3-6　大杉神社神輿会（旧十年会）の活動の再開経緯と継続状況

　本節では、3-5-1 にて①に分類された神輿会についての調査結果をもとに（図

3-16）、神輿会の再生の過程と課題を捉える。

3-6-1　神輿会の活動の再開経緯と継続状況

　3-5-2 と同様に被害状況に基づき分類すると、神輿会は「2）人的被害 0 〜 5 名、

用具被害あり、拠点被害あり」となる。ヤドとされていた複数の個人宅及び倉庫が

損壊し、用具も浸水・流失した。被災後の活動の再開経緯を模式的に示したものが

図 3-17 である。

定例会議の導入
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宮司からの声かけ・助言
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例

図 3-17　大杉神社神輿会（旧十年会）の活動の再開経緯

［倉庫］ 〈本設〉
(2014.11)

(2013)

：団体外部の働きかけ・動向
：団体内部の動向：実施が確認された期間

：考えられる作用関係
凡
例

以下、前節同様イ〜リの 9 項目に分け、活動の再開経緯と継続状況を概述する。

イ .資金

　舎人（神輿の担ぎ手）らの会費を主な活動資金としてきた。被災後は、山田町内

各所への募金箱の設置、インターネット上で山田町外にも寄付を募る活動等で資金

を集めた。

ロ .用具

　神輿・担ぎ棒・山車・提灯・舎人着等が被害を受けた。2014 年 2 月までに集め

た資金が目標額に達し、同年 8 月までに復元された。2014 年度の祭では新調した

山車が使用され神輿に同行した。2015 年には津波で一部損壊した担ぎ棒を修理し、

同年度の例大祭で使用された。
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年
、
震
災
に

よ
り
絶
望
的
な
被
害
を
受
け
た

大
杉
神
社
社
殿
、
神
輿
の
復
旧
、

祭
り
を
通
し
て
町
全
体
の
復
興

へ
の
活
性
化
を
目
的
と
し
、
十

年
会
の
み
で
は
な
く
同
じ
志
を

持
つ
舎
人
の
賛
同
も
あ
り
、
大

杉
神
輿
会
と
改
名
。

♯
K 
お
祭
り
の
時
に
神
輿
を
担
ぐ
／
♯
K 
明
か
り
、
提
灯
。
そ
れ
を
設

置
し
た
り
と
か
。
／
♯
K 
奉
仕
活
動
。
お
祭
り
の
前
の
掃
除
な
ど
。
一

週
間
前
か
ら
。♯
K 
も
と
も
と
集
ま
ら
な
い
団
体
だ
か
ら
。
お
祭
り
の

と
き
に
し
か
集
ま
ら
な
い
。

-2
01
3.
9♯
K 
各
芸
能
団
体
が
奉
納
舞
を
す
る
の
を
見
て
い
た
。
自
分
た
ち
の
持
ち
場
だ
け
持
っ
て
、

飲
み
食
い
し
て
い
た
。ど
う
し
て
も
八
幡
様
が
参
詣
に
来
る
か
ら
、そ
れ
を
出
迎
え
た
り
と
か
、そ
の
程
度
。
20
14
.8
♭
8 お

披
露
目
で
は、

白
い
装
束
に
身
を
包
ん
だ
男
衆
が

勢い
よく
神輿
を担
ぎ、
約
2
時

間半
かけ
て町
内を
練り
歩い
た。

20
14
.9
♭
9 
潮
ご
り
と、

山
田湾

内を
パレ

ード
する

海上
渡御

が
4年

ぶり
に復

活／
地震

によ
る
地
盤
沈
下
の
影
響
で
海
が
深
く

なっ
たた

め、
前ほ

ど広
範囲

に回
るこ

とは
でき

なか
った
（潮

垢離
）

20
15
.9
神
幸
祭
に
お
い
て

神
輿
渡
御
実
施

20
12
.9
♭
4 
残
っ
た
部

材
や
飾
り
金
具
を
組
み
立

て
て
仮
の
復
元

20
11
.9
♯
K （
壊
れ
た
神
輿
を
）

八
幡
様
に
飾
っ
た
。

20
13
.9
♭
6 震

災以
来、
初め

てみ
こし

を担
いだ

。と
いっ

ても
それ

は小
型の

みこ
しで

、本
来は

本殿
から

祭り
用の

みこ
しに

ご神
体を

移す
時に

使う
もの
／

♭
7  
大
破
し
た
本
神
輿
も
可
能

な
限
り
復
元
し
て
旧
境
内
で
展
示

20
13
.6
♭
5 
ボラ

ンテ
ィア

活動

震
災
後

震
災
前

～
20
11
.3

震
災
直
後

20
11
.3
～

20
12

20
13

20
14

20
15

♯
K 
十
年
会
の
こ
ろ
は
舎
人
の
た
だ
の
集
ま
り
だ
っ
た
。
だ
か
ら
氏
子
総
代

の
言
う
こ
と
も
聞
か
な
い
し
、
宮
司
の
言
う
こ
と
も
聞
か
な
か
っ
た
。
好
き

放
題
や
っ
て
い
た
。だ
か
ら「
あ
ば
れ
神
輿
」と
い
う
異
名
も
あ
る
ん
だ
ろ
う
。

♯
Ji 
舎人

につ
いて

は、
震災

前ま
では

個人
個人

でや
って

いて
／
集ま

る機
会も

多く
なか

った
。

20
12
.9
♯
Ji 
震
災
後
の
再
興
に
当

た
り
、
若
い
人
も
入
り
や
す
く
、
み

な
で
や
っ
て
い
け
る
よ
う
に
神
輿
会

を
創
設
し
、
十
年
会
を
解
体
し
た
。

(震
災
前
・
後
)8
0
人

(震
災前
・後

)80
人

(震
災後

/震
災前

)×
100
＝
10
0%

♯
K （
山
田
町
外
か
ら
は
）1
0人
弱
。
東
京
と
か
に
行
っ
て
い
る
。
ま
あ
、ど
う
し
て
も
大
杉
神
社
付
近
は
多
い
け
ど
。
／
♯
Ji 
20
人
く
ら
い
お
祭
り
の
時
だ
け
帰
っ
て
く
る
。

ヤ
ド：
♯
Ji  
集ま

るに
して

も
6つ
か
7つ
くら

いの
家に

分か
れて

いた
（北

浜町
など

）
倉
庫：
S
邸（
北
浜
町
）、
漁
協
倉
庫（
北
浜
町
）、
建
設
会
社
倉
庫（
織
笠
）

20
13
♯
Ji （
ヤ
ド
を
作
っ
た
の
は
）
震
災
2
年
後
。（
持
ち
主
は
）
Y
水
産
（
会
員
の
会
社
）

が
町
か
ら
借
り
て
い
る
。（
山
田
）

20
14
.1
1♯
K 
財
団
に
募
っ
て
、
う
ち
ら
の
作
業
小
屋
を
作
っ
て
も
ら
っ
た
。（
関
口
）

♯
K ［
震
災
以
前
の
祭
り
の
資
金
は
］
個
人
負
担
。
そ
れ
も
あ
っ
た
し
十
年
会
と
し
て
の
蓄
え
も
あ
っ
た
。（
震
災
前
・
後
）
会
費
が
あ
る
。

-2
01
4.
2♭
2  
募
金
箱
を
設
置
し
た
り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
呼
び
か
け
た
り
し
て
資
金
集
め

20
14
.8
♭
3 
神輿
（み
こし
）

が復
元さ
れ、
町民
にお
披露
目

20
14
.9
♯
K （
山車
につ
い

て）
うち
で作
った
。建
築屋
で作
る。

20
15
.6
-2
01
5.
8♯
K （
損
傷
し

た
担
ぎ
棒
に
つ
い
て
）
新
し
い
神

輿
を
そ
れ
に
載
せ
て
担
ぎ
た
い
っ

て
い
う
の
で
、
今
直
し
て
い
る
。

神
輿
、衣
装
、山
車
、

提
灯
な
ど
被
災

-2
01
2.
9♯
Ju
 「十
年担

いだ
者だ

けが
入れ

るの
でな

く、
1年
目、
2年
目で

も担
ぐ意

志の
ある

者は
、み
んな

でや
っ

た方
がい

いの
では

ない
か」

とい
うこ

とだ
った

ので
、名

前を
変え

て、
みん

なで
神輿

を再
生し

よう
と動

き出
した

。
20
12
.9
-♯
G 
暴
走
し
な
い
よ
う
に
自
分
が
最
高
顧
問
に
な
っ
て
い
る
。

-2
01
5.
9♯
Ji （
神
輿
会
の
）
ヤ
ド
の
前
に
も
街
灯
が
な
い
し
明
か
り
が
な
い
。
賑
や
か
に
な
る
わ
け
が
な
い
。
行
政
が
付
け
て
も
ら
わ
な
い
と
ど
う
に
も
な
ら
な

い
。／
本
当
の
祭
り
は
ま
だ
ま
だ
で
き
な
い
。今
は
3割
程
度
。家
が
ど
の
く
ら
い
で
で
き
る
か
分
か
ら
な
い
し
、本
当
の
祭
り
に
な
る
に
は
3～
5年
か
か
る
だ
ろ
う
。

-2
01
5.
9♯
Ji 
道路
がで
きな
いた
めに
、「そ
こは
だめ
、こ
こは

だめ
」。毎

年変
わる

。道
路も

全部
使わ

せる
よう

にす
るく

らい
すべ

き。
道路

があ
れば

もっ
と走

れる
。昔
はも

っと
走っ

てい
た。

-2
01
5.
9♯
Ji 
家が
多く
流さ
れ、
今も
再建
が進
んで
いな
いた
めに
回る
とこ
ろが
なく
、時
間が
余っ
てし
まう
。仮
設住
宅は
多く
が旧
来の
海岸
の町
場か
ら離
れた
内陸
にあ

るた
め、
氏子
地域
に当
たる
部落
や地
域を
回れ
ない

。飯
岡の
方は
回れ
るが
。（
仮設
住宅
が内
陸な
のは
）海
の方
を見
たく
ない
人が
多い
ので
はな
いか
。老
人が
多い
こと
もあ
る。

活
動

組
織
体
制

資
金

居
住
地
域

用
具

拠
点

山田
祭参

加人
数

宮司
の働
きか
け

継
続
の
課
題

用 具 ・ 拠 点 の 被 害 あ り （ � � � � � 中 の ① ）

[人
]

20
15
.3.1

20
11
.3.1

15
00
0 0

20
00
0

20
11
.3.1

比
＝ 8
7%

20
11
.3.1

比
＝ 9
1%

-2
01
5.
7♯
K 
財
団
か
ら
も
ら
っ
た
も
の
も
あ
る
し
、
町
内
で
建
設
会
社
さ
ん
た
ち
か
ら
寄
贈
し
て
も

ら
っ
た
り
も
あ
る
。
復
興
に
来
た
方
、O
さ
ん
（
建
設
会
社
）
と
か
か
ら
、大
き
い
寄
付
を
も
ら
っ
た
り
。

→
損
壊

→
損
壊

凡 例

※
 「
新
聞
・
ブ
ロ
グ
よ
り
引
用
し
た
内
容
」
の
出
典

♭
1：
大
杉
神
社
神
輿
会
ブ
ロ
グ
 プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

　
　（
ht
tp
://
m
ik
os
hi
ka
i.b
lo
g.
fc
2.
co
m
/）

♭
2：
20
12
年
9
月
2
日
 毎
日
新
聞

♭
3：
20
14
年
8
月
9
日
 読
売
新
聞

♭
4：
20
12
年
9
月
16
日
 毎
日
新
聞

♭
5：
20
13
年
7
月
31
日
 大
杉
神
社
神
輿
会
ブ
ロ
グ

　
　
 （h
ttp
://
mi
ko
sh
ika
i.b
log
.fc
2.c
om
/bl
og
-da
te-
20
13
07
.ht
ml
）

♭
6：
20
13
年
11
月
21
日
 毎
日
新
聞

♭
7：
20
13
年
9
月
15
日
 毎
日
新
聞

♭
8：
20
14
年
8
月
9
日
 毎
日
新
聞

♭
9：
20
14
年
9
月
17
日
 毎
日
新
聞

♯
K：
神
輿
会
会
長
の
コ
メ
ン
ト
（［
 ］
内
は
筆
者
の
発
言
）

♯
Ji：
神
輿
会
事
務
局
長
の
コ
メ
ン
ト

♯
Ju
：
十
年
会
副
会
長
の
コ
メ
ン
ト

♯
G：
宮
司
の
コ
メ
ン
ト

（
ゴ
シ
ッ
ク
体
）：
聞
き
取
り
結
果
に
基
づ
く
内
容

♭ （
数
字
）：
新
聞
・
ブ
ロ
グ
よ
り
引
用
し
た
内
容
（
左
記
参
照
）

図
3
-
1
6
　
大
杉
神
社
神
輿
会
に
つ
࠸
て
の
調
査

3
-
ⅷ
の
結
果

注
3
-
1
3
）
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ハ .活動

　被災前は、舎人は山田祭の時にだけ集まり、神輿を担いでいた。

　2011 年から 2013 年までは、壊れた神輿を仮復元し、展示を行った。2012 年 10

月より、復興支援ライブでのボランティア等の奉仕活動を行い、会の認知度向上に

努めた。2014 年 8 月に神輿の復元が完了し、お披露目が行われた。その 1 ヶ月後

の 2014 年 9 月の例大祭では本来の神輿を用いて陸上渡御、潮垢離、海上渡御が再

び実施され、2015 年も継続して行われていた。

ニ .組織体制

　被災前の十年会は神輿を担ぐ時のみの集まりで、神社職員や総代の指示に従わな

いことも多かったが、被災後の神輿会では、活動の再開に向けて定期的な話し合い

が行われるようになるなど、1集団としての性質が強まった（図 3-18）。

十年会

（舎人） （舎人）

（十年会）
大杉神社神輿会

2012年9月

図 3-18　大杉神社の舎人の組織体制の変化

ホ .山田祭参加人数

　被災前と同様に 80 人が集まる団体となっている。

ヘ .山田祭参加者の居住地域

　山田町内全域で参加者を募っており、舎人のうち約 10 〜 20 人は山田祭の期間中

のみ山田町に戻ってくる。

ト .団体の拠点

　舎人はもともと 6 〜 7 つの個人宅をヤドとし、それぞれに

ついて 10 人前後のまとまりで集まっていた。また、3 つの用

具倉庫があったが、それらの拠点が被災し損壊した。その後

の対応として、2013 年に会員の一人が経営する会社が借りた

倉庫（産業復興棟）をヤドとして、1ヶ所に集まるようになっ

た（図 3-19）。2014 年 11 月には作業可能な倉庫を支援を受

け新設した。（図 3-20）

図 3-19　被災後の大

杉神社神輿会（旧十年

会）のヤド（2013 年〜）
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被
災
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後
の
変
遷
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チ .神社職員の働きかけ

　神輿渡御再開の希望を伝えた十年会の幹事らに対して宮司は、会の入会条件を改

めること、自らが最高顧問となることを提案し、神輿会が創設された。

リ .活動の継続にあたっての課題

　2015 年 9 月時点のものとして、神幸行列で巡る経路に街灯がなく、また住環境

再建が進んでおらず、巡るべき住宅が限られているために時間を持て余し、祭祀が

盛り上がりに欠けること、経路が工事の影響で限定され、毎年変わってしまうこと、

仮設住宅の多くが内陸にあるために神輿が巡れないことが挙げられた。

3-6-2　神幸行列の巡行路の変遷

　2015 年度の例大祭の時点でも住宅がわずかであり、各団体が活動資金とする「お

花」を十分に得がたい状況にあると考えられる。震災の前後いずれでも通っている

主要な地点として、潮垢離を行う海岸、山田魚市場、お祭り広場、金毘羅山、山田

町役場、山田八幡宮等がある（図 3-21）。

3-6-3　小括（図 3-22）

　神輿会が活動の再開に向け動き始めたのが被災 1年半後であり、被災 4年半後に

再び従来の神輿渡御で山田祭に参加したことが確認された。

　用具の再整備にあたっては、ボランティア活動などを展開し会の認知度向上を図

りながら山田町内外で資金提供を募ったことが確認された。

　また、氏子区域外部からも寛容に舎人（担ぎ手）を受け入れるよう組織体制が改

められたこと、祭祀以外の時期にも定期的な会合を行なうようになったこと、被災

前は複数に分散していた会の拠点が、被災後は産業復興のために設けられた倉庫に

集約されていることが確認された。
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t2011.3.11 2015.9
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年
3
月 

再
生
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向
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初
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❸
）

2012
年
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の
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収
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❸
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❻
）

2012
年
9
月 
山
田
祭
に
参
加
（
❶
〜
❻
）

2012
年 

ヤ
ド
の
設
置（
産
業
復
興
棟
）（
❸
）

2013
年
9
月 

山
田
祭
に
参
加
（
❶
〜
❻
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❶
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❻
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❻
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衛
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に
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急
仮
設
住
宅
が
概
ね
完
成

2011
年
10
月 

三
陸
や
ま
だ
漁
協
が
魚
市
場
を
再
開

2011
年
12
月 

共
同
仮
設
店
舗
「
産
業
復
興
棟
」
第
1
号
完
成

2012
年
3
月 

高
台
移
転
へ
向
け
復
興
整
備
事
業
開
始

2013
年
10
月 

山
田
地
区
の
復
興
整
備
事
業
着
工

2013
年
10
月 

新
山
田
魚
市
場
完
成

2012
年
12
月 「
産
業
復
興
棟
」
全
区
画
完
成

2011
年
3
月 

避
難
所
開
設

2011
年
9
月 

山
田
祭（
復
興
祈
願
祭
）

大
杉
神
社

2012
年
9
月 

山
田
祭

2013
年
9
月 

　
　
　
　 山
田
祭
／

　
　
　
　
　仮
社
殿
建
設

2014
年
9
月 

山
田
祭

2015
年
9
月 

山
田
祭

2011
年
3
月 

氏
子
区
域
の
被
災 

：産業復興に関する出来事
：住環境再建・産業復興に
　関する出来事

：住環境再建に関する
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図 3-22　大杉神社神輿会（旧十年会）の活動の再開経緯と継続状況
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3-7　まとめ

3-7-1　本章のまとめ（次頁 図 3-23-1、図 3-23-2）

　本章では以下が明らかになった。

　東日本大震災に伴う津波による神社の被害と被災後の状況として、被災神社は、

社殿の損壊が軽度の場合は修復が地縁集団で対応されていたが、重度の場合は氏子

区域外部からの支援も受け社殿の更新が進められたことが確認された。（3-2）

　山田町では恒例行事の半数で郷土芸能が披露されており、その半数は神社の祭祀

での奉納であることが確認された。このことから、対象地においては神社が民俗文

化財の持続にとって重要な役割を果たしていると考えられる。また、大杉神社では

地縁集団の人口減少・高齢化を背景として、被災前から近隣地域の山田八幡宮と連

日での祭祀が実施されてきたことが確認された。（3-3）

　大杉神社では被災後も継続して祭祀を実施してきており、被災 2年半後に氏子区

域外部の支援を得て仮社殿を建設し、被災 3年半後には被災前とほぼ同様の内容で

例大祭を実施したことが確認された。（3-4）

　大杉神社の祭祀に参加する郷土芸能団体は、多くの団体が被災半年後の祭祀に参

加し、被災 4年半後の調査時点までに概ね用具の再整備を終えている。用具や拠点

の再整備にあたっては、公益財団法人に対する支援要請や、用具が未整備な状態で

も山田町外の催事に参加し団体の認知度向上を図ること、類似の山田町外の他団体

との交流を図ることにより、山田町外から資金提供や用具の貸出・提供を受けてい

たことが確認された。神社職員は支援元の紹介等を通じて郷土芸能団体の再生に貢

献していた。保存会の新設など、組織体制を変容させながら活動継続が図られてき

たが、拠点の確保や人手不足は被災後 4年半が経過した時点でも活動継続にあたっ

ての課題となっていた。（3-5）

　大杉神社神輿会（旧十年会）は、活動の再開に向けて被災 1 年半後に動き出し、

被災 4年半後に再び従来同様に祭祀に参加した。用具の再整備にあたっては、会の

認知度向上を図りながら山田町内外で資金提供を募っていたことが確認された。会

の活動の再開にあたっては、氏子区域外部からも舎人（担ぎ手）を寛容に受け入れ
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図 3—23-1　本章の事例にみられた氏子区域外部との関係構築を通じた神社の存続・

再生（3章まとめ）（1/2）

社殿

氏子区域

崇敬者

(近隣 )

境内地

氏子総代

神社職員

（住民）

氏子

境内地

醸成 動機づけ

氏子以外の

住民

行動規範  祭祀の定期実施の័⩦

価値観

地縁集団を超えた地域社会

運営

出資、祭祀準備・参加、社殿維持

社殿

氏子区域

境内地境内地

醸成 動機づけ

崇敬者

(近隣 )

氏子総代

神社職員

（住民）

氏子
氏子以外の

住民

行動規範  祭祀の定期実施の័⩦

価値観

運営

出資、祭祀準備・参加、社殿維持

地縁集団を超えた地域社会

　自然災害による被災
⬇
　自然災害による被災
⬇

➡➡
被
災
か
ら
半
年
経
過
後

旧来、人口の減少等を受けて、祭祀圏の
拡張による神社の存続が図られてきた

氏子を含む住民が減少。
社殿が損壊するとともに、祭祀の継続が危ぶまれる

㸨 ㉥Ⰽ表記は、維持・継続が危ぶまれる状態を示し、特に㉥Ⰽ◚⥺は消失状態を示す。

　 青Ⰽ表記は、前の段階よりも維持・継続の可能性が高まった状態を示す。（ ）
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図 3—23-2　本章の事例にみられた氏子区域外部との関係構築を通じた神社の存続・

再生（3章まとめ）（2/2）

社殿

氏子区域

境内地境内地

醸成 動機づけ

崇敬者

(近隣 )

氏子総代

神社職員

（住民）

氏子
氏子以外の

住民

行動規範  祭祀の定期実施の័⩦

価値観

地縁集団を超えた地域社会

出資、祭祀準備・参加（祭祀での郷土芸能奉納）
↑
他地域での芸能奉納等を通じて
支援を募る
↑
運営（祭祀の継続実施の決定）

出資、用具提供

公益財団法人、

他地域の芸能団体、

神社神道関係団体等

公益財団法人、

他地域の芸能団体、

神社神道関係団体等

社殿

氏子区域

境内地境内地

醸成 動機づけ

崇敬者

(近隣 )

氏子総代

神社職員

（住民）

氏子
氏子以外の

住民

行動規範  祭祀の定期実施の័⩦

価値観

地縁集団を超えた地域社会

出資、祭祀準備・参加（祭祀での郷土芸能奉納）
↑
他地域での芸能奉納等を通じて
支援を募る

出資、用具提供

社殿建設の資金提供 運営（仮社殿の建設）

公益財団法人、

他地域の芸能団体、

神社神道関係団体等

公益財団法人、

他地域の芸能団体、

神社神道関係団体等

社殿

氏子区域

境内地境内地

醸成 動機づけ

崇敬者

(近隣 )

氏子総代

神社職員

（住民）

氏子
氏子以外の

住民

地縁集団を超えた地域社会

行動規範  祭祀の定期実施の័⩦

価値観

出資、祭祀準備・参加（神輿渡御の再開）
↑
他地域での芸能奉納等を通じて
支援を募る
↑
運営（祭祀の実施体制の更新）

出資、用具提供

公益財団法人、

他地域の芸能団体、

神社神道関係団体等

公益財団法人、

他地域の芸能団体、

神社神道関係団体等

　被災から 2年半経過後
⬇

　被災から 3年半経過後
⬇

　被災から 2年半経過後
⬇

　被災から 3年半経過後
⬇

祭祀を継続して実施することをめざし、氏子区域外部から
の支援を得ながら郷土芸能団体の活動が再開されてきた

氏子区域外部からの支援を受けて仮社殿が建設
される。郷土芸能団体の活動が引き続き進む

氏子区域外部からの人的資源も担ぎ手として受け
入れるよう、祭祀の実施体制が改められ、氏子区
域外部からの支援を受けて神輿渡御が再開される
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るよう組織体制が改められ、祭祀以外の時期にも舎人らの話し合いの場が持たれる

ようになり、会の拠点は産業復興のために設けられた倉庫に集約化されるなど、被

災後はより統制の取れた組織へと変容したことが確認された。（3-6）

3-7-2　考察

　本章で扱った大杉神社では、地縁集団の人口減少・高齢化に伴い、より多くの住

民が参加することのできる日程を設定し、近隣地域の神社と併せて祭祀を実施し、

継続してきたことが明らかになった。また、被災後には氏子区域外部からも神輿の

担ぎ手を広く受け入れるように改めることで、震災前と同様の規模を保ちながら祭

祀を継続してきたことが確認された。このことから、地縁集団に止まらず、近隣地

域からも崇敬者が参加するように祭祀の実施体制を更新することは、人口減少・高

齢化や災害への対処が求められる地縁集団において神社を存続・再生していく上で

有用であると考えられる。

　併せて、氏子区域及び近隣地域の被災後、郷土芸能団体は山田町外のイベントへ

の参加を通じて、また神輿会は山田町外でのボランティア活動を通じて、団体・会

の認知度向上を図りながら、山田町外の公益財団法人や類似の芸能団体から資金の

提供や用具等の物的支援を得てきたことが明らかになった。このことから、住民に

よる郷土芸能奉納や神輿渡御を伴う神社で氏子区域の被災後も祭祀を継続していく

上では、個々の郷土芸能団体が、氏子区域外部の催事参加やボランティアなどを契

機に活動を再開し、認知度を高めながら支援を集めることが有用であると考えられ

る。
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〈注釈〉

注  3-1)　 2015.09.25 毎日新聞地方版 / 岩手 23 頁「震災４年半：とうほくの今 終

わらぬ仮住まい 集約足踏み、広がる戸惑い」。

注 3- 2)　 文献 3-3「VI. 都市計畫及復興事業」より。この記述には、当時、神社神

道が大日本帝国の国教とされていたことも背景にあると考えられる。

注  3-3)　 本稿中での「郷土芸能」は「一定の地域内の住民を中心として伝承され

る舞踊や演技で、祭祀や行事にて披露されるもの」をさす。

注  3-4)　 文献 3-4 によると、陸中沿岸 12 市町村の芸能団体の数は 333 団体であり、

この数は岩手全県の約 3分の 1を占める。

注  3-5)　 補表 3-1 に調査概要を示す。

注  3-6)　 ここでは、使用資料である「東日本大震災津波詳細地図（上・下巻）」中

に地図記号のある神社・寺院を「沿岸部」のものとしている。

注 3-7）人口・世帯数は国勢調査のデータを参照。

補表 3-1　調査概要

調査 3- ϸ：現地踏査・⪺き取り調査（3-2）

調査範囲：「Ⅲ区」※ 1 沿ᓊの神社 21 社・寺院※ 28 寺

実施日時：2015.06.04 〜 2015.06.11

調査内容：�東日本大震災に伴う津波による被害状況と被
害後の概況（参考文献 3-7 で情報補完）

調査 3- Ϲ：地図調査（3-2）

調査対象：�「Ⅲ区」沿ᓊの神社 21 社・寺院 8 寺が立地
する町丁内

使用資料：�「祭礼・行事マップ」「民俗芸能マップ」（http://
mukei311.tobunken.go.jp/（2016.01.25 確認））

調査内容：�「Ⅲ区」沿ᓊの神社・寺院における例大祭の
開催情報の有↓、各町丁内の郷土芸能の集計

調査 3- ⅲ：文献調査（3-3）

使用資料：山田町史（上・中・下巻）・「岩手県山田町
ホームページ」（http://www.town.yamada.iwate.jp/
（2016.01.25 確認））

調査内容：�対象地域、対象神社の概要

調査 3- ⅳ：文献調査（3-3）

使用資料：広報やまだ※3

調査内容：�震災後の山田町の再建の動向、山田町内の
恒例行事の実施状況、恒例行事内の民俗文化
財披露の頻度

調査 3- ⅴ：⪺き取り調査（3-3・3-4・3-5）

調査対象 �� 実施日時

大杉神社・山田八幡宮�宮ྖ ��� 2015.07.15

大杉神社総௦長・例大祭祭典長 ��� 2015.08.20

設問内容：�山田祭の概要、近年の開催内容、参加団体
の概況　等

調査 3- ⅵ：⪺き取り調査（3-3・3-4）

調査対象：山田町商工会会長（$.K）

実施日時：2015.09.16

設問内容：お祭り広場の実施状況　等

調査 3- ⅶ：⪺き取り調査（3-5）

調査対象 �� 実施日時

山田大神楽�責任者 H.K 2015.09.09

関口剣舞保存会�責任者 ��� 2015.09.09

八幡大神楽�責任者 ��� 2015.09.14

八幡鹿舞保存会�責任者 ��� 2015.09.16

ឡ᏾㟷年会八木節�責任者 ��� 2015.09.13

山田境田虎舞保存会�責任者 K.Y 2015.09.18

川向十஧支会�責任者 $.K 2015.09.16

設問内容：�各団体の概要、震災による被害状況、震災
後の動向　等

調査 3- ⅷ：⪺き取り調査（3-6）

調査対象 �� 実施日時

大杉神社神輿会�会長 ��� 2015.07.17

大杉神社神輿会�事務局長 ��� 2015.09.15

旧大杉神社十年会�副会長 ��� 2015.07.16

設問内容：�大杉神社神輿会（旧大杉神社十年会）概要、
震災による被害状況、震災後の動向　等

※ 1：三陸海岸の津波防災について研究を行った山口弥一郎の地域区分において、「三陸海岸の最も標識的、かつ大規模なリ
アス式海岸」（参考文献 3-5 より）とされる範囲。
※ 2：国土地理院の「神社」「寺院」の地図記号の表記に関しては、「神社の記号は、有名なものや良い目標になるものをあら
わします。神道教会や神道教団所属の建物、その他これとおなじような教会所属の建物には使われていません。」「寺院の記
号は、有名な寺や良い目標になるものをあらわします。」（国土交通省 国土地理院 HP（http://www.gsi.go.jp/KIDS/map-sign-
tizukigou-h05-01-17jinja.htm、http://www.gsi.go.jp/KIDS/map-sign-tizukigou-h05-01-18jiin.htm（2015.08.01 確認）））と
のことである。
※ 3：web 上に公開されている 2003 年 4 月 1 日号以降で、該当する期間のものを使用した。
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注 3-8)　 ここでは、2009 年から 2015 年までに少なくとも 1回の開催日が確認され、

かつ 2003 年から 2009 年の期間も含めた場合に複数回の開催日が明らか

な行事を「恒例行事」とする。ただし小中学校等学内での行事は除く。

注 3-9）　 参考文献 3-6、3-7、3-8、3-9、3-10 をもとに情報を整理したが、実施状

況が確認できなかったものについては表中で「不明」としている。�

注 3-10)　 休まずに祭祀を続けてきたことについて、「（震災後に）お祭りしている

のは最初は無理してやっていた。やっぱり町民の皆さんを元気づけたい

と考え、休まずに行った。」（調査 3- ⅴの際の総代長のコメントより）

注 3-11)　  「（移転の決め手となった要因は）また津波が来たら困るから。自分の独

断で決めた。それに全員が従っただけ。文句のつけようもないだろう。

二度と被害に遭わなくてすむ。」（調査 3- ⅴの際の宮司のコメントより）

注 3-12)　 「大杉神社 平成 22 年度神幸祭行事表」、「大杉神社 平成 26 年度神幸祭

行事表」中の「神幸祭行列順序」の記載をもとに作成。

注 3-13)　 人口は住民基本台帳の数値を使用。また、「山田祭参加人数」内の「(震

災後 /震災前 )× 100」は、状況把握のためのおおよその数値である。「奉

納中の写真」は参考文献 3-9、3-12、大杉神社神輿会作成のポスターよ

り転載。

注  3-14)　 文献 3-12 に記載のある「奈奈子祭」（愛宕青年会八木節が参加）のように、

今回の聞き取り調査内では確認されなかったが、郷土芸能団体の復興支

援イベント等への参加は複数あったものと考えられる。

 注 3-15)　 祭準備の打ち合わせ等について、「祭全体会議というのを 2 週間前に山

田八幡宮にて行う。」「各神社で総代会をやるだけ。その日にこういう風

にやりなさいという指示を出すだけ。一方的な会議。混ざりたかったら

神社に従いなさい、というもの。」（調査 3- ⅴの際の宮司のコメントより）

  注  3-16)　 調査 3- ⅴの際の宮司のコメントより。

注  3-17)　調査 3- ⅷの際の事務局長のコメントより。
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氏子区域外部との関係構築を通じた神社の存続・再生

　　　　：奈良県吉野郡天川村天河神社

4-1　本章の目的と構成

4-1-1　研究対象の選定と本章の目的

　本章では、かつての荒廃状態から再生され、参拝や在来の恒例行事参列にとどま

らない崇敬者の新たな活動が「天河太々神楽講」（以下、単に「神楽講」とも記す）

として 20 年来実施されてきた奈良県吉野郡天川村の天河大辨財天社（以下、天河

神社）を対象に、神社の再生の経緯や再生後の社殿の管理、祭祀の実施体制等を把

握する。その上で、神社の存続において重要な役割を果たしてきたと想定される神

楽講の実態と、神社の存続を通じて醸成された地域資源を明らかにすることを目的

とする。

4-1-2　研究の流れ

　研究の流れを図 4-1 に示す注4-1)。

　4-2 で対象地域、対象神社の概要を調査 4- ⅰ・4- ⅳをもとに記す。

　4-3 では再生の経緯とその後の運営状況を調査 4- ⅱ・4- ⅳより整理する。

　4-4 では神楽講の概要を、4-5 では神楽講の活動（以下、「講活動」とも記す）の

実態を調査4-ⅲ・4-ⅳより捉え、前節からの内容をもとに神楽講の特性をまとめる。

　4-6 では前節までの内容をふまえ、神社の存続を通じて醸成された地域資源を時

系列に沿って整理する。

　以上をもとに 4-7 では本章のまとめを行う。
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図 4-1　研究の流れ
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4-2-2　対象神社の概要

　天河神社の社殿㐀営は 7世紀、戦勝祈願の功に対する感謝の印としての天武天皇

によるものが最初と伝えられる。主祭神は辨財天としても信仰される市杵島姫命で

あり注 4-7）、芸術・芸能の神として天川村外から参拝に訪れる者も多い。能楽に関連

する文化財を多く所蔵する。大峰信仰七十五靡の 1つである弥山を奥宮とする。修

験道の影響がⰍ濃くうかがわれる祭祀も実施されている。

���� ��� ��� ������ ��� ��� ��� ���� ������ ���

�
大
ṇ � �� �� �� �� �� � �� ���� ��

昭
和

平
成 ��

���� ��� ��� ���� ������ ���

�� �� �� ���� ��

���

�
昭
和

平
成

図 4-3　天川村のୡ帯数・人口の変遷（左）、坪内のୡ帯数・人口の変遷（右）注 4-5）
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4-3　天河神社の再生の経緯とその後の存続状況

　本節では調査 4- ⅱ・4-iv より、天河神社の再生の経緯（図 4-4）とその後の存

続状況を整理する。

4-3-1　再生が行なわれた経緯

�phase�1：�第஧次ୡ界対戦後〜神社再生、芸能奉納の再開（1948 〜 1979 年（昭和

23 〜 54 年））

　明治の神仏判然令や修験道廃止令の影響を受け、天河神社は長らく廃絶されてい

たものの、1948 年（昭和 23 年）に社家の有志により再生され、以来能楽や狂言の

奉納が実施されるようになる。その後所蔵する宝物の調査が開始され、1966 年（昭

和41年）には能面・能衣装が奈良県の文化財に指定された。同年、現職宮司（第65代）

が専業の神職として就任し、それ以後は神社境内地が常に清浄に保たれるようにな

る注 4-8)。1970 年（昭和 45 年）の例大祭において観世流京都の名士による奉納が行

われたことを皮切りに、諸流派の名士らが芸能を奉納することが恒例となった。

�phase�2：�南北朝和解の塔建立〜社殿建替「平成の大造Ⴀ」（1980 〜 1992 年（昭和

55 〜平成 4年））

　天川村は南北朝時代、後醍醐天皇以降 4 代に渡り南朝の拠点とされていた注 4-9)。

この歴史をふまえ、南北朝和解の宝篋印塔が建立される。それ以来、南朝方の子孫

や関係者が頻繁に天河神社を訪れるようになる注 4-10）。さらに翌年の 1981 年（昭和

56 年）には 60 年に一度実施される御秘神「日輪大辨財天」の開帳を迎え、崇敬者

の参拝が盛んになり始める注 4-11）。そうした流れを転機として、1980 〜 1982 年（昭

和 55 〜 57 年）に奥宮、1987 〜 1989 年（昭和 62 〜平成元年）には里宮と、老朽

化が進んでいた社殿の全面改築が実施される。また 1988 年（昭和 63 年）には宮司

を理事長とし、崇敬者の音楽家や漫画家らを評議員とする財団法人「天河文化財団」

が設立され、音楽会や講演会等の活動を開始する。

　先の社殿改築のために融資を受けていた天河神社であったが、返済資金が想定よ

り集まらなかったため「返済が不可能になり、神社所有の境内の土地や山林が競売

にかけられる」注 4-12) との報道が 1992 年（平成 4 年）、各社の新聞に掲載される注

4-13)。この報道を受け、崇敬者らを中心とした「天河大辨財天社支援活動」である

「天河曼陀羅」が開始されることとなった注 4-14）。その動きは、東京や京都でのシン

ポジウム開催等を経てその年のうちに崇敬会の設立へとつながったが、「理念、会則、
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方針、運営をめぐり十分に固まるまでには至らなかった」注4-15)。

phase�3：神社負債報道〜「太々神楽講」復興（1993 〜 1996 年（平成 5〜 8年）

　かつて天河神社の護持講として存在した「太々神楽講」を復興しようという気運

が崇敬者の間で 1990 年（平成 2 年）より高まっていた。上記の崇敬会設立と護持

講復興呼び掛けの 2 つの流れが合わさって、「太々神楽講」が 1993 年（平成 5 年）

に復興される注 4-16）。その 3 年のちの 1996 年（平成 8 年）7 月の例大祭終了後、崇

敬者らが宮司宅に集まり、今後神楽講を活性化していくための方策が話し合われた

結果、講の機関紙を出すことと、活動を通じて広がりの輪を作っていく注 4-17）こと

が決定される。

　以降、崇敬者によるセミナーやワークショップ等の講活動が展開し、講活動報告・

開催告知等も含んだ講社通信「天河太々神楽」（以下、「講社通信」）が年 1 回程度

発行されるようになった。

　また上記と並行して、神田における「おんだ祭」が1994年（平成6年）以来再開され、

以後継続して実施されている。

phase�4：「太々神楽講」講活動実施〜（1997 年（平成 9年）〜）

　1996 年（平成 8 年）内の講活動はそれ以前にも奉納演奏やワークショップを実

施していた講元 2 名によるもののみであったが、1997 年（平成 9 年）より新たな

複数の講元による講活動が展開されていった。2004 年（平成 16 年）には天河神社

奥宮弥山を含む「大峯奥駈道」が世界遺産に登録される。2008 年（平成 20 年）に

は「平成の大㐀営」から 20 年の記念として、7月の例大祭を「御遷宮二十年記念大祭」

と称し、御秘神「日輪大辨財天」が特別に開帳される。また同年に、風雨雪により

損傷が進んでいた奥宮の修復工事も実施された。翌年の 2009 年（平成 21 年）、天

河神社の禊殿前に穴窯「天河火間」が㐀営された。この窯は 2011 年（平成 23 年）

の紀伊半島水害時浸水被害を受けたが、翌年には再興されている。2013 年（平成

25 年）、天河神社所蔵の能面が国の重要文化財指定を受けた。

4-3-2　再生後の神社の存続状況

1）社殿の管理・祭祀・その他の取り組み

　社殿の管理は神社職員を中心として神社職員により行なわれている。

　祭祀は次第に充実が図られ、近年は年間を通して様々に実施されている。天河神
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社の年間の祭祀をまとめたものを表 4-1注 4-18) に示す。

表 4-1　天河神社の年間の祭祀

一月一日 歳旦祭

一月五日 松囃神事（湯立神楽・三番叟奉納）

一月十五日 とんど祭（於　神社護摩壇）

一月十七日 牛王宝印神符頒布祭

二月二日 鬼の宿（神迎え神事・社家宅）

二月三日 節分祭（所願成就厄除け採燈護摩厳修）

旧三月三日 桃の節句祭

　　〃 春の太々神楽講講社大祭

四月十四日 春季大祭 [慈航祭 ]（能楽奉納）

五月中旬 弥山神社 [奥宮 ]大祭（一泊二日）

五月下旬 おんだ祭（お田植え神事）

旧五月五日 端午の節句祭

六月三十日 夏越大祓式

七月十六日 宵宮祭

七月十七日 例大祭（採燈護摩厳修・能楽奉納）

旧七月七日 七夕祭・萬霊供養祭

旧七月八日 七夕護摩供（供養護摩木等を焚き上げ）

九月一日 八朔祭

旧八月十五日 観月祭（仲秋の名月神事）

九月下旬〜十月上旬 抜穂祭（稲刈り神事）

旧九月九日 重陽の節句祭

十一月二日 秋季大祭 [亥の子祭り ]（能楽奉納）

旧十月十日 五節句開きの神事（とうとたらり）

　　〃 秋の太々神楽講講社大祭

十一月二十三日 新嘗祭

十二月二十三日 天長祭 [天皇誕生日 ]

十二月三十一日 年越大祓式

十二月三十一日 除夜祭

※ [ ]：筆者付記

 その他の取り組みとして、先述の通り崇敬者によるセミナーやワークショップ等

の講活動が展開されている。詳しくは次節以降で具陳する。

2）今後の存続に関する課題

　かつては天川村全体が氏子区域だったが、現代は坪内のみを氏子区域とする注

4-19)。前節で述べた通り坪内への移住者は見られるものの氏子区域の高齢化は進ん

でおり、「総人足」（例大祭前の集落内の草刈りや幟旗の設置等の共同作業）等の継

続が厳しくなりつつある注4-19)、注 4-20)。

4-3-3　小括
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　天河神社では、廃絶状態にあったところから、社家の有志らにより、氏子区域外

部の芸能者の協力を得て祭祀が再開されて以来、境内地を清浄に維持しながら、次

第に祭祀の種類および内容の充実が図られてきたことが確認された。また氏子の減

少・高齢化と対照的に、崇敬者らによる支援活動や崇敬組織の設置が進められてき

たことが確認された。

　次節・次々節では、崇敬者らにより構成される神楽講の実態を捉える。
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4-4　天河太々神楽講の概要

4-4-1　神楽講の概要（表 4-2）

　天河太々神楽講は、調査時点より約 390 年前に創設された護持講であり、神前

における舞楽奉納を通じて神徳を讃え祈ったとされる「太々神楽」に起源を持つ
注 4-21）。長らく不活性であったが、先述の通り 1993 年に復興され、天河神社直轄の

講社となっている。規約では「氏子崇敬者によって構成する」とされているが、講

員は実質天川村外の崇敬者である注 4-16）。講員は講金を 1 年毎（直講員は 1 ヶ月毎）

に納める。講員の特典として、境内地を使用した研修会や講習会、芸能奉納等の実

施注 4-22) や、おんだ祭での早乙女奉仕（女性講員のみ）ができること等がある。「ゆ

るぎなく固い組織づくりをめざすのではなく、自立した個人が、それぞれの意志で、

それぞれのやり方で参加し、互いに異なる魂の輝きを尊重し合い、磨き合って、生

命の本源に触れてゆく、やわらかく、開かれたネットワークである」注4-23) とされる。

総　

๎

本講は天河大辨財天社護持講と称し、天河大辨財天社直轄の講社とする。

本講は神社氏子崇敬者によって構成する。

本講は天河大辨財天のご神徳を敬仰し社頭の護持振興を図ると共にその恩頼加護のもと、講員

各自が禍災を転じて福慶を得、大難を変じて小難と為し精神を安定して健康を保持し、事業を

恢弘して社会の向上に寄与することを目的とする。

講　

員

講員の種別は左の通りとする。

正講員　　個人　　　　　　　年講金一万円を納めるもの。

有功講員　個人法人又は団体　年講金五万円を納めるもの。

名誉講員　個人法人又は団体　年講金十万円を納めるもの。

直講員　　個人　　　　　　　[前略 ]毎月金千円以上を納めるもの。

本講は前条の目的に賛同して、所定の講費を納入した人を講員とする。[後略 ]

講　

員　

の　

特　

典

一、入講者には講員台帳に登録し、神殿にて奉告の後講員証を発行する。

二、日毎の日供祭並びに、春（旧三月三日）、秋（旧十月十日）の講社大祭には講員の健康、家内安全、

　　事業恢弘、諸災消滅の祈願を斎行する。

三、春、秋の講社大祭、例大祭を始め主要祭典の案内を送付する。

四、年末には新年を迎えるにあたり、講員祈祷神札、辨財天暦等を送付する。

五、おんだ祭には講員の希望により早乙女奉仕ができる。（但し女性講員のみ）

六、社務所に申し出、所定の手続きを経れば昇殿参拝ができる。

七、年一回〜二回講社だより [講社通信をさす ]を発行し、講員に配布する。

八、研修会、講習会、芸能奉納等を催す場合、参集殿並びに能舞台の使用に便宜を図る。

九、有功、名誉講員には、法人、団体五十名以上であればその講中の意志を以て自由に日時を定め、

　　参拝し太々神楽祈祷を申し出ることができる。

十、有功、名誉講員には、希望により宝物が拝観できる。

※ [ ]：筆者付記 

表 4-2　神楽講の概要（神楽講規約より抜粋）
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　天河神社の関与者の相関図を図 4-5 に示す。なお、「太々神楽講ボランティアス

タッフ」（以下、「ボランティアスタッフ」と記す）は、崇敬者として神楽講創設に

関わり、創設後は神社運営・講活動開催への支援を行なってきた。

図 4-5　天河神社の関与者の相関図

4-4-2　神楽講の新規入講者の変遷

　神楽講の新規入講者数とその分布の変遷を図 4-6 に示す。新規の入講者数自体は

減少傾向にある。全期間を通して大阪府と東京都在住者が多くみられるものの、各

地に分布していることがわかる注4-25)。

4-4-3　神楽講の活動の概要

　講活動は、「全ての人々が本当に霊的に元気回復できる」ことをめざし、「太古か

らの祈りの場」としての当該地域の特性を活かした講習会やワークショップ等の

形で実施されてきた注 4-26）。個々の催事は講員の中から「講元」が主催をつとめる。
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講活動によっては「世話人」や「先達」が配され、参加者（講員か否かは不問）を

募り実施される。講元は、「人と人をつなぎ、人と神（生命の本源）とをつないで

ゆく、つなぎ役に徹する」注 4-23) ものとされる。講活動実施にあたり、参加者は天

河神社への正式参拝を行うことが慣例となっている注 4-27)。活動の具体の内容につ

いては次節で扱う。

4-4-4　講活動参加者の参加の動機

　講活動参加者の参加動機について、講社通信における言及箇所を抽出し分類を行

なった結果を表 4-3 にまとめた注 4-28)。「会のテーマに関心を持った／持っていたた

め」、「講元に勧められたため」という主旨の動機が最も多くみられる。その他、神

社職員や親族、友人、ボランティアスタッフ等からの開催案内を受けての参加が多

い。弥山登拝を含む講活動への参加を通して「自分試し」をしたかったという記述

もみられた。

表 4-3　講活動参加動機の分類とその件数

会のテーマに関心を持った／持っていたため 17
講元に勧められたため 16
宮司に勧められたため 4
知人に勧められたため 4
天河を一度訪れてみたいと思っていたため 4
ボランティアスタッフに勧められたため 2
自分試しのため 2
講元が尊敬する人物であったため 1

4-4-5　講員が講元を務めた動機

　講員が講活動の講元を務めた動機について、講社通信における言及箇所を抽出し

分類を行なった結果を表 4-4 にまとめた注 4-28)。他の講元や神社職員、ボランティ

アスタッフからの勧めを受けて講元を務める場合が多いことがわかる。

表 4-4　講元を務めた動機の分類とその件数

他の講元に勧められたため 3
講活動として行ないたいテーマがあったため 2
宮司に勧められたため 1
ボランティアスタッフに勧められたため 1
家族が天河と縁があったため 1
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4-5　神楽講の活動実態

　本節では、講活動が開始された 1996 年から講社通信に報告のある 2015 年まで注

4-29) の講活動の変遷を、祭祀との関係もふまえつつ概観する。

4-5-1　講活動実施件数

　講活動の実施数を図 4-7 にまとめた。講活動開始から 2001 年ごろにかけては、

初年の 1996 年を除き 1 年あたり 20 件前後で、最も盛んに実施された。2002 年か

ら 22 年ごろにかけては 1 年あたり 15 件前後、2011 年以降は 1 年あたり 10 件未満

で推移している。以上をもとに、1993 年（神楽講復興）〜 1996 年を⓪期、1997 年

〜 2001 年を①期、2002 年〜 2010 年を②期、20111 年〜 2015 年を③期とし、以降

の分析に用いる。

4-5-2　講元の変遷

　講元の変遷を図 4-8 に示す。⓪期の講元は 2名だったが、①期のうちに多くの新

たな講元による講活動が実施された。②期以降は①期から講活動を継続して行う講

元が複数みられ、③期での新しい講元は少ない。講社本部主催の講活動は②期に多

く行われていた。

　複数講元の共同による講活動実施が全期間を通じてみられるが、特にボランティ

アスタッフを含んだ共同実施が②期に多く行われている。

4-5-3　講活動の内容

　講社通信での実施報告をもとに各講活動の内容を抽出し分類を行なった結果を図

4-9 に示す。特に天河村での宿泊を伴う講活動は、複数内容の組み合わせで構成さ

れる場合が多い。通算で最多の類型は「祭祀参加」であった。それ以外では「気功・

ヨガ・瞑想」、音楽や舞踊のワークショップ、「講演」等が多くみられた。大半の活

動類型の初出は①期のうちに確認できる。

　散策や近くの温泉入浴、登山といった形で、神社境外地も利用する講活動が複数

実施されている。社殿内の雑巾がけや境内地の掃き掃除、祭祀の手伝い等、神社運



111

第 4 章

氏子区域外部との関係構築を通じた神社の存続・再生

　　　　：奈良県吉野郡天川村天河神社

図
4
-
8
　
講
活
動
の
講
元
の
変
遷

⓪
①

②
③

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

平 成

�
�
�
�

��
�

��
�

�
�
�
�

��
�

��
�

��
�

��
�

��
�

��
�

��
�

��
�

��
�

��
�

��
�

��
�

��
�

��
�

��
�

㸨「
そ

の
他

」
は

、
全

期
間

を
通

じ
て

講
活

動
実

施
が

1
回

の
み

の
講

元
で

、
他

の
講

元
と

の
連

携
が

見
ら

れ
な

か
っ

た
も

の
を

示
す

。

神
社
境
外
地
で
の
活
動
に
関
す
る
記
述
が
み
ら
れ
た
も
の

講
活
動
（
講
元
ID
を
左
方
に
併
記
、
同
一
講
元
の
継
続
実
施
は
線
で
つ
な
ぐ
）

住
民
と
の
交
流
・
協
働
に
関
す
る
記
述
が
み
ら
れ
た
も
の

祭
祀
と
同
日
実
施
の
も
の

講
元
が
複
数
の
も
の

凡
例

⓪
①

②
③

01020 51525
講 活 動 数 [ 件 ]

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

平 成

�
�
�
�

��
�

��
�

�
�
�
�

��
�

��
�

��
�

��
�

��
�

��
�

��
�

��
�

��
�

��
�

��
�

��
�

��
�

��
�

��
�

祭
祀
と
同
日
実
施
の
も
の

神
社
境
外
地
で
の
活
動
に
関
す
る
記
述
が
み
ら
れ
た
も
の

住
民
と
の
交
流
・
協
働
に
関
す
る
記
述
が
み
ら
れ
た
も
の

凡
例

図
4
-
7
　
講
活
動
の
各
年
毎
の
実
施
数



112

地域社会の持続可能性を担保する

神社の存続・再生に関する研究

営を補助するものもみられた。

　神社職員による講話や禊行法の実習等、神社職員が提供する内容もある。特に講

社本部主催の「天の安河文化を学ぶつどい」は、天河神社に古くから伝えられてい

る「五十鈴」の振り方の実習を含む講活動であり、神社職員と神楽講講員 N.H. を

講師として②期に継続的に実施されている。

　また講活動に対しての神社職員によるサポートとして、護摩神事の実施や参加者

の宿泊先確保のための宿への口利き、神前奉納実施の住民への広報、参加者を連れ

てのドライブや天川村内散策、勉強会への菓子の差し入れ等が行われていた。

図 4-9　講活動の内容の類型と各年毎の件数

⓪ ① ② ③
講活動類型名

祭祀参加

気功・ヨガ・瞑想

講演

神社職員による講話

音楽演奏・㚷㈹

舞踊奉納・㚷㈹

議論・シェアリング

境内地・境外地清掃

陶芸・護摩野焼き

神業実習

境外地散策

アロマテラピー講座

温泉入浴

登山・登拝

祭祀の手伝い

他所の社寺参拝

ᫎ画上ᫎ・㚷㈹

自然食・健康食

写経・写典

演๻・演芸

計
109 
93 
92 
82 
76 
52 
35 
32 
27 
25 
24 
24 
23 
20 
17 
11 
11 
9 
6 
4 

㸨その他、「手芸」「⤮画」「神社宝物㚷㈹」などが 1件ずつみられた。

� �� �� ��
���� ���� ��� ���
平
成

4-5-4　講活動実施日

　講活動の実施日については、祭祀と同日開催とすることで、祭祀参加を講活動の

一部とすることが初期から行われており、ほとんどの年で年間講活動数の半数程度

を占める（図 4-7 より）。講活動の同日実施数が多い祭祀を集計した結果を図 4-10

に示す。①期のうちに様々な祭祀との同日開催で講活動が行われたことが確認でき
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る。7月の例大祭、旧暦 7月 7日の七夕祭・萬霊供養祭、旧歴 8月 15 日の観月祭（仲

秋の名月神事）、2 月 3 日の節分祭に併せて、ほぼ毎年 1 件以上講活動が実施され

ている。これは多くが継続的に講活動を実施している講元によるところである（図

4-8 参照）。例大祭では講元 O.T. が⓪期から、観月祭では講元 M.Y. が（一部は他

の講元との共同実施であるが）①期から祭祀参加を含んだ講活動を継続的に実施し

てきた。節分祭では講元 T.K. が①期から祭祀内での作陶、七夕祭では講元 A.T. が

②期から祭祀の手伝いを中心とした講活動を継続的に実施してきた。

⓪ ① ② ③

祭祀名

例大祭
七夕祭
観月祭
節分祭
秋季大祭

春季大祭

桃の節句祭／春の講社大祭

五節句開き神事／秋の講社大祭

新嘗祭

おんだ祭

重陽の節句祭

抜穂祭

総数
29
26
22
21
10
8
5
5
5
4
4
3

㸨その他、「歳旦祭」「とんど祭」「牛王宝印神符頒布祭」「端午の節句祭」などが 1件ずつみられた。

� �� �� ��
平
成

���� ���� ��� ���

図 4-10　祭祀と同日に実施されて࠸る講活動数

4-5-5　講活動実施場所（図 4-11）

　神社の境外地注 4-30) での活動を含む講活動数は、①期までは年間実施数の 2 割程

度の年がほとんどであったが、その割合は次第に高まり、②期後半〜③期では 4割

から 7割で推移している（図 4-7 より）。

　具体的な活動場所としては、参集殿での各種活動を中心として、本殿での神前奉

納、来迎院（かつての天河神社の神宮寺）横の大銀杏の木の下や南朝黒木御所跡で

の気功、禊場（河原）での清掃や神業・瞑想、付近の森林や畑の散策、天河火間付

近での作陶、弥山や八経ヶ岳等の山々への登拝と頂上でのワークショップ、奈良県

内の他所神社巡拝といったものが確認された注4-31)。
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図 4-11　天河神社周辺の講活動実施場所注 4-2)
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4-5-6　住民との交流・協働がみられた講活動

　講活動参加者と住民との交流・協働に関する記述を講社通信より抽出した結果、

①期の最終年以降、毎年継続して 1 件以上の交流・協働が確認された（図 4-7）。

これは主に②期以降の講元 A.T.（調査 4- ⅳ聞き取り対象者）の講活動による（図

4-8 より）。具体的な交流・協働の内容としては、参加者が年配の住民から話を拝

聴する、祭祀の準備・片付けを氏子と協力して行う注 4-32)（A.T. の講活動がこれに

該当）、住民（子供含む）が参加者として講活動に加わる、近隣地域の商店主をゲ

ストに迎えて新産業（アロマ精油抽出）創出を試みる、崇敬者を含む参加者が地縁

集団内の講（弁天講）に加わる、といったものがみられた。

4-5-7　神楽講の特性の整理

　講活動が実施されてきた⓪〜③期は、それぞれ以下のように総括できる。⓪：始

動期、①：試行期（多くの新たな講元により多様な講活動が実施、様々な祭祀との

同時開催も試みられた）、②：興隆期（講元の数・活動の種類が①期と比して一定

程度絞られており、天河神社独自の五十鈴文化の敷衍・研鑽のための講習会も継続

的に実施された。講活動参加者と住民との交流・協働が継続して確認され始めた。

後半以降、神社境外地での活動を含む講活動が高頻度で実施されている）、③：定

常期（新しい講元の参入は少ない。2011 年の水害が幾許か作用したものと推察さ

れる）。

　また前節からの内容をもとに、「崇敬者・信者の講」注 4-33)、現代における一般的

な「崇敬会」と、天河太々神楽講を比較対照した結果を表 4-5 にまとめた。主だっ

た特徴を以下に記す。

　講員の分布・地縁集団との関係：「信仰中心にむすばれる、比較的ひろい範囲に

わたる信者・崇敬者の組織である」注4-33)という点で、神楽講は他2つと共通している。

氏子区域外部の崇敬者により構成されるが、住民との交流・協働が見られる。

　設置の契機・結集の原理：崇敬者らの発意に基づき、かつての音楽講を復興する

形で設置された。地縁や明確な同信性に基づかず結集される。

　設置目的：神社の存続・教化活動の実践といった目的を有する点で他 2つとの共
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表
4
-
5
　
「
崇
敬
者
・
信
者
の
講
」
「
崇
敬
会
」
と
の
比
較
対
照
に
よ
る
天
河

太
々
神
楽
講
の
特
性
の
整
理

「
崇
敬
者
・
信
者
の
講
」
（
文
献

4
-
6
）

現
௦
に
お
け
る
神
社
の
崇
敬
会

天
河
太
々
神
楽
講

「
崇
敬
会
」
（
文
献

1
-
1
4
）

講
員
の
分
布
・

地
域
社
会
と
の

関
係

「
信
仰
中
心
に
む
す
ば
れ
る
、
比
較
的
ひ
ろ
い
範
囲
に
わ
た
る
信
者
・
崇
敬
者
の
組
織
で
あ
る
」（

文
献

4
-
6
）

「
ほ

と
ん

ど
講

は
、

家
単

位
に

結
成

さ
れ
、

集
落

の
結

合
関

係
と
、

緊

密
に

関
連

し
て

い
る
。

村
落

の
講

は
大

体
い

わ
ゆ

る
部

落
単

位
、

あ
る

い
は

そ
の

内
部

の
村

組
（

小
地

域
団

体
）
、

ま
た

は
同

族
団

を
基

礎
と

し
て
む
す
ば
れ
、
全
員
の
参
加
を
原
則

と
す
る
も
の
が
多
い
」

「
新
し
い
崇
敬
者
・
信
者
の
講
に
」
は

「
有
志
加
入
の
形
が
多
い
」

氏
子
区
域
外
の
崇
敬
者
に
よ
り
構
成
さ
れ
る

講
員
は
特
定
の
地
域
に
基
づ
か
ず
、
個
人
単
位
で
全
国
に
分
布

崇
敬
者
だ
け
で
な
く
、
氏
子
や
地
元
住
民
も
参
加
す
る
講
活
動
も
あ
る

「
伝

統
的

な
氏

子
区

域
の

地
域

的
住

民
の

組
織
（

町
内

会
）

を
基

盤
と

し
て
、

名
目

的
に

は
独

立
し

つ
つ

も
実

質
的

に
は

こ
れ

と
表

裏
一

体
の

運
営

が
さ

れ
て

い
る

よ
う

な
組

織
も

あ
り
、

他
方
、

旧
来

の
町

内
会

や

氏
子

組
織

と
は

明
確

に
独

立
し

て
、

構
成

員
の

範
囲

も
氏

子
区

域
外

も

含
め
た
広
範
囲
で
大
き
な
組
織
の
も
の
ま
で
あ
る
」

設
置
の

契
機
・

結
集
の

原
理

「
本

源
的

に
は

講
員
（

崇
敬

者
・

信
者

）
の
、

自
発

的
な

要
望

に
発

す

る
と

い
う

よ
り

は
、

む
し

ろ
外

部
か

ら
の

働
き

か
け

に
よ

る
と

こ
ろ

が

大
き
か
っ
た
」

「
同
一
の
信
仰
に
む
す
ば
れ
る
」

神
社

の
社

殿
建

替
に

伴
う

負
債

問
題

を
き

っ
か

け
に
、
崇
敬
者
ら
に
よ

り
呼
び
か
け
、
か
つ
て
の
音
楽
講
を
復
興

地
縁
や
明
確
な
同
信
性
に
基
づ
か
な
い
結
集

「
戦

後
の

神
道

指
令

と
神

社
の

宗
教

法
人

化
に

伴
い
、

従
来

の
町

内
会

組
織

か
ら

分
離

す
る

形
式

で
発

足
し

た
も

の
が

多
く
、

こ
と

に
も

と
も

と
氏

子
を

も
た

な
い

神
社

に
お

い
て

は
組

織
化

が
早

か
っ

た
。

ま
た
、

近
世

に
発

達
し
、

あ
る

い
は

明
治

期
の

大
教

宣
布

の
直

後
に

設
立

さ
れ

た
「
講
」
や
「
講
社
」
の
組
織
が
崇
敬
会
に
発
展
し
た
も
の
も
み
ら
れ
る
」

設
置
目

的

「
一
面
こ
れ
ら
の
社
寺
・
教
団
の
維
持
の
た
め
の
組
織
に
ほ
か
な
ら
な
い
」（

文
献

4
-
6
）
／
「
神
社
の
維
持
、
造
営
や
教
化
活
動
の
実
践
の
た
め
」（

文
献

4
-
6
）

「
信
仰
の
中
心
に
対
す
る
参
詣
祈
願
」

「
神
社
の
恒
例
の
祭
礼
行
事
な
ど
を
中
心
に
神
社
の
経
常
費
を
負
担
あ
る
い
は
助
成
し
た
り
、
教
化
活
動
を
目
標
と
す
る
」（

文
献

1
-
1
4
）

人
々
に
「
霊
的
元
気
回
復
」
を
も
た
ら
す
「
時
」
と
「
場
」
を
生
み
出

し
て
ゆ
く
こ
と
 
注

4
-
2
1
）

「
臨

時
に

設
置

さ
れ

る
組

織
は
、

神
社

の
㐀

営
や

記
念

事
業
、

式
年

の

大
祭

な
ど

に
あ

た
り
、

と
く

に
多

額
の

募
財

な
ど

が
必

要
な

場
合

に
設

置
さ
れ
、
目
的
を
達
成
す
る
と
解
散
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
」

管
理
体

制

「
い
わ
ゆ
る
社
家
・
宿
坊
が
、
い
く
つ
か
の
講
を
所
属
さ
せ
、
講
員
の
参
詣
に
た
い
し
て
は
祈
願
と
宿
泊
の
便
宜
を
は
か
り
、
あ
る
い
は
護
符
神

札
の
類
を
頒
布
す
る
の
が
通
例
で
あ
る
」（

文
献

4
-
6
）

（
文

献
1
-
1
4
に

記
載

は
な

い
が

、
神

社
管

理
者

に
よ

る
会

員
管

理
が

一

般
的
で
あ
る
と
想
定
さ
れ
る
）

「
個

々
の

講
相

互
の

連
絡

は
ほ

と
ん

ど
な

く
、

ま
た

全
体

が
緊

密
に

組

織
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
、
き
わ
め
て
稀

で
あ
る
」

講
元
が
独
自
に
講
活
動
ご
と
の
事
務
局
を
構
え
て
い
る
場
合
も
あ
る

複
数
の
講
元
が
講
活
動
を
実
施
、
講
元
間
の
連
絡
が
あ
る

神
社
職
員
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
が
"つ
な
ぎ
役
"と
し
て
講
員

同
士
の
関
係
を
築
く

㐠
Ⴀ
方
ἲ
・

資
金

「
単

に
参

詣
者

を
待

ち
む

か
え

る
に

と
ど

ま
ら

ず
、

進
ん

で
社

家
・

宿

坊
が
、

各
地

の
講

を
歴

訪
し

て
護

符
を

配
り
、

祈
願

に
当

り
、

あ
る

い

は
寄
財
を
も
と
め
る
こ
と
も
お
こ
な
わ
れ
る
」

「
"
講

金
"
な

ど
と

称
し

て
、

一
定

額
を

醵
出

し
合

い
、

社
寺

へ
の

納

金
と
参
詣
旅
費
に
充
て
、
護
符
な
ど
の
頒
布
を
う
け
る
」

講
員
は
講
費
を
毎
年
（
講
員
種
別
に
よ
っ
て
は
毎
月
）
納
め
る

護
符
・
祭
祀
の
案
内
が
郵
送
さ
れ
る

講
活
動
は
都
度
参
加
費
制

神
社

職
員

や
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
ス

タ
ッ

フ
、

講
元

ら
が

、
参

拝
者

や
知

人

に
対

し
て

講
活

動
参

加
・

入
講
、

講
活

動
参

加
者

に
対

し
て

入
講
・

講

元
を
勧
め
る

（
文

献
1
-
1
4
に

記
載

は
な

い
が
、

常
設

的
な

崇
敬

会
に

つ
い

て
は
、

会

員
は

会
費

を
定

期
的

に
納

め
る

も
の

が
一

般
的

で
あ

る
と

想
定

さ
れ

る
）

講
員
の

活
動
形

態

「
講
員
が
順
次
輪
番
に
代
表
と
し
て
参
詣
」
す
る
「
代
参
制
」

「
単

な
る

信
仰

上
の

機
能

だ
け

に
終

る
こ

と
な

く
、

講
仲

間
の

親
睦
・

娯
楽
（
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行
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ど
の
組
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し
て
働
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の
も
多
く
み
ら
れ
る
」

「
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く
の
参
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、
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一
般

に
指

導
者

に
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先
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」
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祭
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さ
れ
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参
詣

に
加

え
て
、
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ワ
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員

以
外

も
参

加

可
能

）
を

講
元
（

講
員

の
中
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希
望

者
が
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め

る
）
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施
、
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達
"
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配
し
た
講
活
動
も
あ
る

講
活
動
に
は
原
則
と
し
て
天
河
社
へ
の
正
式
参
拝
を
伴
う

複
数
の
講
元
の
共
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に
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講
活
動
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れ
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（
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1
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に
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い
が
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通の性質を有しつつ、「人々に「霊的元気回復」をもたらす「時」と「場」」の提供

をめざしている点で特徴的である。

　管理体制：講員を管理し、参詣時の祈願・宿泊に便宜をはかる、護符の頒布を行

うといった点で、「信者・崇敬者の講」と共通する一方で、講元間の連携が見られ

るなど、信仰中心との垂直的な関係だけでなく、崇敬者間の水平的な関係も形成さ

れている点に特徴がある。
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4-6　神社の存続を通じて醸成された地域資源

4-6-1　phase�1（1948 〜 1979 年（昭和 23 〜 54 年））

　祭祀での能楽の奉納が継続的に行われるようになる。

4-6-2　phase�2（1980 〜 1992 年（昭和 55 〜平成 4年））

　能楽以外の芸能についても祭祀での奉納が次第に行われるようになる。財団法人

「天河文化財団」が設置され、天河神社が文化的活動を展開してゆくための基盤が

形成される注4-34)。

4-6-3　phase�3（⓪始動期）（1993 〜 1996 年（平成 5〜 8年）

　崇敬者らによる模索的な活動を経て天河太々神楽講が設置され、講活動の実施と

講社通信（崇敬者間の情報共有媒体）の発行が開始される。後にボランティアスタッ

フとなる M.Y. が天河神社を訪れ、講活動の下支え、講社通信発行の補助等を行う

ようになってゆく。おんだ祭・抜穂祭において、天川村内の作長・植手らの指導の

下、崇敬者らが早乙女奉仕を行うようになる。

4-6-4　phase�4（①試行期〜③定常期）（1997 〜 2015 年（平成 9〜 27 年））

　講活動の変遷は 4-5-7 で総括した通り①試行期、②興隆期、③定常期に分けられ

る。特に②興隆期には、氏子・崇敬者間の社会関係が深化したものと考えられる注

4-35) 講元 A.T. の講活動「七夕祭お手伝いワーク」や、五十鈴文化の敷衍・研鑽の

ための講活動「天の安河文化を学ぶつどい」が実施され、講元 T.K. や先達 T.K. ら

が中心となり続けられてきた講活動「天河護摩壇野焼き講」の延長で注 4-36)「天河

火間」の㐀営も行われている。「天河火間」は住民らの作品を焼くのにも用いられ、

地域文化活性に貢献する施設として運用されている。

　天河文化財団は海外の講師招聘や「天河火間」㐀営への協力等を通じ、崇敬者に

よる地域活動を下支えしている。



119

第 4 章

氏子区域外部との関係構築を通じた神社の存続・再生

　　　　：奈良県吉野郡天川村天河神社

図
4
-
1
2
　
神
社
の
存
続
を
通
じ
て
醸
成
さ
れ
た
地
域
資
源

〈
崇
敬
者
間
の
情
報
共
有
〉

〈
祭
祀
手
伝
い
〉

講
社
通
信

（ 明 治 中 頃 以 降 、 長 く 廃 絶 ）
講 元 A.T.

M.Y.

能 楽 師

　 ～
各 種 芸 能 者 ら

講 師 N.H.

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�

（
⓪
始
動
期
）

�
�
�
�
�
�
�

（
①
試
行
期
）

（
③
定
常
期
）

〈
住
民
も
参
加
、

文
化
活
動
の
展
開
〉

神
社
再
生

現
宮
司
 着
任
、
以
後
境
内
が
清
浄
に
保
た
れ
る

能
面
能
衣
装
 文
化
財
指
定

祭
祀
で
の
芸
能
奉
納

宝
篋
印
塔
 建
立

奥宮
 修
復

紀
伊
半
島
水
害

神
社
負
債
報
道

大
峯
奥
駆
道
 世
界
文
化
遺
産
登
録

社殿
 建
替

日
輪
大
辨
財
天
 開
帳

奥
宮
 造
営 〈
祭
祀
の
充
実
〉

天
河
文
化
財
団

天
河
太
々
神
楽
講

「
天
河
曼
陀
羅
」

〈
評
議
員
と
し
て
文
化
的
諸
活
動
を
下
支
え
〉

〈
五
十
鈴
文
化
の
研
鑽
〉

〈
祭
祀
内
で
の
作
陶
〉

お
ん
だ
祭

（
復
興
）

（
浸
水
）（
復
旧
）

（
坪
内
に
定
住
）

「
天
河
大
辨
財
天
社
崇
敬
会
」

地
域
外
活
動

「
七
夕
祭
お
手
伝
い
ワ
ー
ク
」

「
護
摩
壇
野
焼
き
講
」

講 元 T.K.

先 達 T.K.

F.M.
O.T.

講
活
動

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

「
天
の
安
河
文
化
を
学
ぶ
つ
ど
い
」

（
②
興
隆
期
）

�
�
�
�
�
�
�

「
天
河
火
間
」

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ

日
輪
大
辨
財
天
 特
別
開
帳

（
活
動
制
限
）

〈
住
民
の
指
導
の
下
、
早
乙
女
奉
仕
〉

〈
崇
敬
者
に
よ
り
構
成
さ
れ
た
護
持
講
〉

〈
神
社
・
講
活
動
の
下
支
え
、
講
元
も
務
め
る
〉

〈
祭
祀
参
加
を
は
じ
め
と
し
た
多
様
な
活
動
〉

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

昭 和
平 成

凡
例 潜
在

人
的
資
源
が
も
た
ら
さ
れ
る
箇
所

物
的
資
源

神
社
に
関
わ
る
出
来
事

顕
在

考
え
ら
れ
る
作
用
関
係

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�
�
�

�
�

�
�

�
�

�
�
�
�



120

地域社会の持続可能性を担保する

神社の存続・再生に関する研究

　ボランティアスタッフ M.Y. は、2012 年には坪内集落に移り住み、講活動以外に

も天河神社の諸活動を補助するようになった。

　2011 年の大水害で、天河神社は社務所・参集殿等が浸水損壊の被害を受けたが、

神楽講講元らのネットワークを駆使した神社および天川村への支援呼びかけが行わ

れた注 4-37)。住居復旧の作業支援に村を訪れる崇敬者や、面識のある住民に支援金

を手渡して回った講元もいた注 4-38)。このように非常時にも有用に機能する社会関

係が、神社を介して築かれたことが捉えられた。
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4-7　まとめ

4-7-1　本章のまとめ（次頁・次々頁 図 4-13）

　本章では以下が明らかになった。

　神社の再生にあたりまず取り組まれたのは、約 50 年間行われていなかった祭祀

を氏子区域外部の芸能者の協力を得て再開することや、聖域としての境内地を常に

清浄に保つことであった。そうした取り組みとともに、所蔵する宝物や史跡の活用

が時節をふまえて実施されることで、氏子の減少・高齢化とは対照的に、崇敬者の

増加や祭祀の一層の充実、神社の文化的活動展開の基盤となる財団法人の設立へと

つながっていった。（4-3）

　神楽講設置の直接的な契機は、社殿建替に伴う神社負債報道であった。しかしな

がら、神社の経済基盤安定化のみならず、人びとに「霊的元気回復」をもたらすと

ともに崇敬者間の社会関係を広げることを志向している点や、講結集の原理として

従来指摘されてきた「地縁」や明確な「同信性」ではなく、霊的な事柄への興味や

知人からの紹介等を動機に参加・結集される講注 4-39) として実践されてきた点で特

徴的である。（4-4）

　講の運営は、⓪始動期、①試行期を経て②興隆期以降にみられる講活動の充実に

至り、祭祀の手伝いとしての人的資源や、地域文化活性に貢献する物的資源、災害

時には外部からの支援を氏子区域にもたらす社会関係、といった地域資源に結実し

てきた。加えて、社殿の建替費用に対する氏子区域外部からの支援や、神社の魅力

を理由とした氏子区域への移住（全約 70 世帯に対し移住者は 5 世帯であるから、

その増加割合としては約 6〜 7％）にも波及していた。（4-5、4-6）

4-7-2　考察

　本章で扱った天河神社では、廃仏毀釈の影響を受け、50 年もの間祭祀が行われ

ない状態が続いていたものの、神社の状態を見兼ねた有志が再生に着手した。その

際、芸能と関わりが深いという神社の由緒を考慮し、芸能の奉納を伴う祭祀の再開

がめざされた。しかし芸能の伝承が途絶えてしまっている地縁集団内には適任者が
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➡
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図 4�13-1　本章の事例にみられた氏子区域外部との関係構築を通じた神社の存続・

再生（4章まとめ）（1/2）

社殿

氏子区域

境内地

神社職員

（住民）

氏子

境内地

醸成 動機づけ

氏子以外の

住民

行動規範  祭祀の定期実施の័⩦

価値観

地縁集団

運営

出資、祭祀準備・参加、社殿維持

社殿

氏子区域

崇敬者

(遠隔 )

崇敬者

(遠隔 )

境内地境内地

醸成 動機づけ

神社職員

氏子有志

（住民）

氏子
氏子以外の

住民

行動規範  祭祀の定期実施の័⩦

価値観

運営

祭祀での芸能奉納
↑
祭祀での芸能奉納を依頼

祭祀準備・参加、社殿維持

社殿

氏子区域

崇敬者

(遠隔 )

崇敬者

(遠隔 )

境内地境内地

醸成 動機づけ

神社職員

（住民）

氏子
氏子以外の

住民

行動規範  祭祀の定期実施の័⩦

価値観

運営（清浄な境内地の保持）
祭祀での芸能奉納

祭祀準備・参加、社殿維持

　50年来停止状態であった祭祀が再開される
⬇

　祭祀再開から約 10年経過後
⬇

　50年来停止状態であった祭祀が再開される
⬇

　祭祀再開から約 10年経過後
⬇

➡

有志らにより祭祀が再開され、祭祀で奉納す
る芸能の担い手を氏子区域外部から呼び込む

調査時現在の宮司が着任し、境内地が清
浄に保持されるようになる

明治時代中期より、祭祀は停止状態
にあり、社殿も荒廃状態にあった

㸨 ㉥Ⰽ表記は、維持・継続が危ぶまれる状態を示し、特に㉥Ⰽ◚⥺は消失状態を示す。

　 青Ⰽ表記は、前の段階よりも維持・継続の可能性が高まった状態を示す。（ ）
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地縁集団を超えた地域社会

　祭祀再開から約 40年経過後
⬇

　祭祀再開から約 60年経過後
⬇

　祭祀再開から約 40年経過後
⬇

　祭祀再開から約 60年経過後
⬇

祭祀の種類および内容の充実とともに崇敬者が増加し、氏子区域
外部からの資金を得て、老朽化していた社殿が建て替えられた

地縁集団の人口減少・高齢化と対照的に、崇敬講
の設置や崇敬者らによる地域活動が進められた

再生・存続の過程で高められてきたと考えられる神社の魅力
を理由とした氏子区域への崇敬者の移住がみられるように
なった。自然災害発生時には、住民個人に対する義援金贈与
や住居復旧作業の支援が氏子区域外部からもたらされた

図 4�13-2　本章の事例にみられた氏子区域外部との関係構築を通じた神社の存続・

再生（4章まとめ）（2/2）



124

地域社会の持続可能性を担保する

神社の存続・再生に関する研究

いなかったことから、氏子区域外部の芸能者の協力を得て、芸能奉納を伴う祭祀が

再開されたことが明らかになった。これらのことから、神社の特性に応じた祭祀を

実施するために、氏子区域外部からの人的支援を得ることは、神社が再生していく

上で有用であると考えられる。

　併せて、天河神社の祭祀は、再開以来その種類と内容の充実が図られながら途絶

えることなく継続されてきたことが明らかになった。また、祭祀再開から 40 年経

過以降実施されるようになった崇敬者による講活動では、当該神社がかつて寺院で

あったために仏教的要素を残す祭祀を行なっていることや、周囲に豊かな自然環境を有す

ることなどの、神社及び氏子区域の特性を活かし、行事やワークショップを氏子区域

内で実施することを通じて、崇敬者を増やしてきたことが明らかになった。また、

祭祀再開から 10 年経過後以降、維持に注力されてきた清浄な境内地と、その約 20

年後に㐀営された荘厳な社殿により、祭祀や講活動への参加者、参詣者にとって魅

力的な空間が形成されてきたことが、神社を支える人的資源としての崇敬者を広く

獲得することにつながってきたことが明らかになった。これらのことから、社殿と

境内地を清浄に保ち、祭祀を継続することは、神社が存続していく上で有用である

と考えられる。

　本事例において、神社の魅力を理由とした氏子区域への移住者が実際に増えてい

ることや、災害時の支援が崇敬者からなされていることは、氏子と価値観を共有す

る崇敬者による、地縁集団を超えた地域社会の持続への直接的な関与と捉えること

ができる。
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〈注釈〉

注 4-1)　 調査概要を補表 4-1 に示す。なお、調査 4- ⅱ・4- ⅲの調査対象である太々

神楽講講社本部発行の「天河太々神楽 講社通信」は、祭祀・講活動の実

施報告や、講活動参加者による体験談、ほか崇敬者らによる随筆を中心

に構成されている。

注 4- 2) 国土地理院基盤地図情報をもとに筆者作成。

注 4-3)  「天川村創生総合戦略」（2015 年）では「個性豊かな観光名所を活かした都

市との交流の活発化」が村づくりにおける重点プロジェクトの 1 つとされ

ており、天河神社やその歴史にまつわるシンポジウムが天川村主催により

東京で開催される等の動きが見られる。

注 4-4) 参考文献 4-1 の 95 頁参照。

注 4-5) 参考文献 4-1 の 74 頁表 1、表 2の数値をもとに筆者作成。

注 4-6)  参考文献 4-1 の 78 頁より。坪内集落は 67 世帯、人口 151 人で、「構成員

は減少しながらも世帯が存続している」（参考文献 4-1 の 74 〜 75 頁より）。

また、「空き家もいくつかあり、若者の定着率が低いという悩みも抱えてい

る」。（参考文献 4-1 の 79 頁より引用）

注 4-7)  元来は辨財天を本尊としていたが、廃仏毀釈により改められた。周囲に配

されていた多くの寺堂もこの折に失われたとされる。

注 4-8)  「常にみんなが気持ちよくお参りしていただくためには、落ち葉一つ落ち

ていない状態で清浄に保っておけと。それが根本。宮司の心。それが神の

心というか。常に清らかな状況で迎えることによって清々しい思いを感じ

補表 4-1　調査概要
調査 4- ϸ：文献調査（4-2）

調査対象：参考文献 4-1、天河神社の紹介冊子「ྂ来より続く聖地�魂の故郷�天河」、天河神社 HP

（http://www.tenkawa-jinja.or.jp/（2018.07.01 確認））、広報てんかわ�臨時号（2011.09.04）

調査内容：天川村の概況、天河神社の概要

調査 4- Ϲ：文献調査（4-3）

調査対象：太々神楽講講社本部発行「天河太々神楽�講社通信」第 1号（1996.9）〜第 14 号（2016.1）、

天河神社の紹介冊子「ྂ来より続く聖地�魂の故郷�天河」、神楽講入講案内書、参考文献 4-2、4-3、

4-4、4-5（その他、各社新⪺記事により不㊊情報を補㊊）

調査内容：天河神社の来歴

調査 4- ⅲ：文献調査（4-4･4-5）

調査対象：太々神楽講講社本部発行「天河太々神楽�講社通信」第 1号（1996.9）〜第 14 号（2016.1）

調査内容：講活動参加・入講の動機、祭祀・講活動の変遷、氏子・崇敬者間の交流・協働

調査 4- ⅳ：⪺き取り調査（4-2 〜 4-6）

調査対象 �� 調査日時

天河神社�禰宜 M.K. 2017.07.15

神楽講�ボランティアスタッフ M.Y. 2017.08.20、2017.05.14

「天の川に祈る�天河七夕祭お手伝࠸ワーク」�講元 $.T. 2017.07.15

設問内容：調査 4- ϸ ･4- Ϲ ･4- ⅲの補㊊
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ていただく。」（調査 4- ⅳ内禰宜への聞き取り内容）

注 4- 9) 講社通信第 8号 57 頁参照。

注 4-10)  調査 4- ⅳ内禰宜への聞き取り内容「供養塔というものを昭和 55 年に建

てて。それから一気に人の流れは変わって来た。ご神縁というか、魂が働

いてくるのか。南朝の先祖を持つ人たちががーっと、何か分からないがお

参りしてくる。縁があって」より。

注 4-11)  調査 4- ⅳ内禰宜への聞き取り内容「やはり昭和 56 年の日輪大辨財天と

いう辨天様がご開帳された時からぱーんと、磐戸が開いたというか、天川

が表に出る様になって来て。そして崇敬者がお参りしてくれる様になった」

より。

注 4-12)  朝日新聞 1992 年 2 月 4 日朝刊より。

注 4- 13)  その後の報道によれば「負債を積み残したまま分割で返済しており、実

際には競売されていない」（毎日新聞 1996 年 1 月 10 日大阪版夕刊より）。

注 4-14)  参考文献 4-2 の 92 頁より。「天河曼陀羅」の一連の活動は「天河を大切

に思いつつ天河の地を離れて遠心的に活動してゆくことで、天河社への支

援とメッセージを送るという方法」（講社通信第 2 号 5 頁の天河曼陀羅実

行委員会事務局担当者による一文より引用）であったとされる。

注 4-15) 参考文献 4-3 の 10 頁より。

注 4-16)  「天河大辨財天社崇敬会」は「太々神楽講」に「移行」するという形がと

られた。（神楽講規約より）

注 4-17)  この話し合いの場にいた、のちの神楽講ボランティアスタッフによれば、

個々に参拝に訪れたり、図 4-4 内昭和 57 年からの「音楽家による奉納演

奏 開始」のように、「それまで、天河に魅かれ、好んで訪れられる方はた

くさんおられたようでしたが、それぞれの方がそれぞれの形で、独自に天

河と結ばれておられたようでした。個を大切にすることは確かに大事では

ありますが、横にも手をさしのべ、繋いでいける心の広さ、暖かさが必要

な時代を本当に迎えていると感じました。」（講社通信第 5 号 13 頁より引

用）また、「私たちが何十億のお金はとても出せない、すぐには。だけど、

全然天川を知らない人に、ここを知っていただくことが大事だと思ったわ

け。天川を知っていただいて。すごくいい場なので。気持ちのいい場なの

で。だからとにかく来ていただいて、泊まってもらって、ここのエネルギー

を細胞に入れてもらって、本当にここがいいところだと思っていただける、

そういう人たちを増やしていこうと。そうすればその方たちでできること

をしてくださるんじゃないですか、ということで。浄財でするのかもしれ

ないし、何か働きをしてくださるのかもしれないけれど。ご奉仕的なこと
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を、したいと内側から思ってくる、それが大事だよね、という話をして。じゃ

あ私たちができることで、みなさんにここに来てもらおうということで、

ワークショップが始まった。」（調査 4- ⅳ内ボランティアスタッフへの聞

き取りより）

注 4-18) 講社通信の近年の恒例行事実施報告をもとに筆者作成。その他、毎月 1日

と 15 日には月次祭が斎行される。

注 4- 19) 調査 4- ⅳ内禰宜への聞き取りより。

注 4-20)  関連して、以下のような聞き取り結果が得られた。「自分たち、氏子さん

らの子供たちも町で住んで、家を構えて生活しているのは現状なので、そ

の人たちに帰って来てもらうというわけにはいかないから、違った感覚、

違った意味で、どういう形で神社に密接にご奉仕をいただけるのか、とか、

天川の魅力をもっと知っていただくというか。先祖が敬って来た氏神様を

どのように守っていくかという、まずはその人たちの意識を変えていかな

いといけないだろうし、それと同時に新しい人を迎え入れて、教化をして

いく。そういった時代に来ているのかなと思う。」（調査 4- ⅳ内禰宜への

聞き取りより）

注 4-21)  神楽講入講案内書参照。その他、太々神楽は「古代より連綿と続いてい

る天河社の神事であり」、「己と神が一つになることであり、この体験を通

して、" 新しい人間 " への変容の第一歩としてほしい」とある（講社通信

第 1号 1頁より引用）。

注 4-22)  活動内容に関して、「何でもいいというわけじゃなくて、神様の方向に向

かってることにしようと。それと、営利目的はやめようと。」「みんなが集

まって何かするということを通して、自分自身も磨かれていくという。」（調

査 4- ⅳ内ボランティアスタッフへの聞き取りより）

注 4-23) 講社通信第 5号以降、毎号巻末掲載の「《天河太々神楽講》とは」より。

注 4-24)  講社通信第 1 号〜第 14 号掲載の「講員名簿」欄をもとに筆者作成。期間

区分は、講活動開始前までと、開始後の平成 27 年までをおよそ 4 等分す

るように設定した。入講者は欧米地域にもみられるが僅少のため、図中で

の表現は省略している。

注 4-25)  ちなみに新入講者の入講の動機について、講社通信における言及箇所の

抽出を試みたが、「大祭の日が自らの誕生日と重なっていたため」の 1 件

のみしか得られなかった。

注  4-26) 講社通信第 5号 13 頁より。

注 4-27)  「この場でやるのだから、神様ときちんと結んでいただくご祈祷はしてい

ただきましょうということで。普通は五千円からなんですけど、太々神楽
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講としてやらせていただくということで、そこは 1 万円からにしてもらい

ましょうということで。」（調査 4- ⅳ内ボランティアスタッフへの聞き取

りより）

注 4-28)  動機は複合的なものも多く特定が難しい（「ご縁をいただいて」といった

曖昧な表現も多くみられた）が、明言されているものに限定し収集を行なっ

た。動機が複数挙げられている場合にはそれぞれ1件として集計している。

注 4-29)  講活動の実施報告は、講社通信第 14 号内「太々神楽講活動報告」欄では

2015 年 2 月 4 日分までとなっている。同年 9月にも講活動が 1件実施され

たことが講社通信第 14 号の講元の随筆から確認されたため、図 4-7 では

その分も加算している。

注 4-30)  ここで言う「境外地」には、本殿のある敷地から地理的に遠隔に位置す

る禊殿の一帯も含むものとする。

注 4-31)  図 4-11 中の「天川ハーブ園」では M.Y. により遊休地を活用した花卉栽

培等が行われており、収穫物は天河神社に奉納されたり、講活動に利用さ

れている。

注 4-32)  「自然の中で体を動かして、汗をかいて、自然と里人たち、氏子さんたち

との調和というか、コミュニケーションを取ろうという形で、ずっとやっ

てくれている方々がいる。それは非常に助かっている。村の人たちもあり

がたいと。そこでいつも準備の前などに、村の人たちがお昼だったらカレー

ライスを作って一緒にそこで食べてもらってお話ししたりする。」（調査 4-

ⅳ内禰宜への聞き取りより）

注  4-33) 参考文献 4-6 の 356 〜 361 頁「こう（講）」の項を参照。

注 4-34)  「もともと財団は、宗教活動としてできない部分、文化活動をなるべくし

ようということで作られた。それも平成の社殿再建に伴う借財の影響で活

動が制限されて以来、それほどたくさんは活動できていない。」（調査 4-

ⅳ内ボランティアスタッフへの聞き取りより）

注 4-35)  「最初は講として認識されていなかったが、いつからか昼ご飯を勧められ

るようになった。神社にとっても村にとっても、白作務衣を着て村の手伝

いをしてくれたことは大きかったのだと思う。」（調査 4- ⅳ内講元への聞

き取りより）

注 4-36)  「二〇〇九年の夏に、その窯をつくる作業をして、二〇〇九年一一月二二

日初窯式を行った。天川村の村長さんや教育長さんもみな集まって。天河

で護摩壇野焼き講を一四年にわたってやってきたことが蓄積と土台になっ

て、一一月の初窯式につながった。」（参考文献 4-2 の 71 頁より）またこ

の窯の意義として、「単に陶芸作品を焼く窯ではなく、神社と村の人々と
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そこに訪れた人を結び、日本の文化を開く場となっていくだろう。」（参考

文献 4-2 の 174 頁より）と述べられている。

注 4-37)  「神社も財政的にも厳しかったし、修復していくためには何千万というお

金が必要になって来た時に、申し訳ないけれどもうちの崇敬者の方に、支

援金の要望を出させてもらって。今はネットの社会なので、T監督（講元）

のネットワークの部分とか、いろんなみなさんから寄付金、義援金をお送

りいただいて。そのお金で、全部修復ができたということ。ありがたかった。

そうやってお金で力添えしてくれた方もいるし、自分の身で奉仕してくれ

た方もいる。」（調査 4- ⅳ内禰宜への聞き取りより）「2011 年の被災後には、

泥かきをしに行く人もいれば、お金を出す人、それを呼びかける人がいた。

自分はメールマガジンの読者が 2,000 人いることもあり、義援金の声かけ

を行なった。」（調査 4- ⅳ内講元への聞き取りより）

注 4-38) 「他の講元も神社への募金の呼びかけは行なっていたので、神社にはお金

が集まっていたが、村の方には集まっていなかった。被害の後、天川を訪

れた際も宮司さんに村内を案内していただき、神社ではなく村が支援を必

要としていることを感じた。顔のわかる村人に直接お金を渡して回った。」

（調査 4- ⅳ内講元への聞き取りより）

注 4-39)  こうした講の性質は、参考文献 1-48 の 284 〜 314 頁、天田顕徳著「講の

社会的位置づけの変遷、および講研究の射程に関する一考察」において紹

介されている筑波山の神窟講にも類するところがあり、「「つながりや（宗

教）文化を体験する／させる文化装置」としての側面を持っている」こと

や、「これまでとは違った仕方で人びとの受け皿となることで、現場にお

いて宗教そのものへの関心や宗教的な感覚が醸成されるという可能性が現

在、高まっているのではないか。」と指摘されている。
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5-1　各章の要約

　日本の国土には、随所に祈りの空間が高密に存在してきた。なかでも本論文において

注目したのは、全国に約79,000 社存在する神社である。

　神社は、神を祀る「社殿」と「祭祀」により構成され、祭祀の実施を通じて地域社会

の紐帯機能を保ちながらも、社会情勢の変化に柔軟に呼応しつつ存続してきた。今後も

神社は開かれた地域資源として、氏子区域の範域にとどまらない社会空間構築の礎となり

得るものである。

　本論文では、人口減少・高齢化の進行、人間関係の希薄化、頻発する災害への対

処等の現代的な課題に直面する地域社会における神社の存続・再生の要件を把握すると

ともに、神社の存続・再生が当該地域社会の持続にいかに寄与し得るかを明らかにする

ことを目的とした。

　本論文は、全5章で構成される。

　第1章は、「研究の視座」と題し、研究の背景、研究の目的、用語の定義、既往研究

と本研究の位置付け等、研究の前提を整理した。

　特に、神社の存続を通じて価値観を共有する人びとの結びつきが持続的に生成されう

ることにより、氏子区域に基づく地縁集団の持続可能性が担保されることを前提とした上

で、氏子区域外部との関係構築を通じた神社の存続・再生、ひいては地縁集団を超えた

地域社会の持続可能性を明らかにする研究として、本論文を位置づけた。

　第2章は、「神社整理の対象となった神社の存続・再生の実態把握」と題して、明治

時代末期の神社整理が積極的に進められた和歌山県和歌山市全域に分布する神社（整理

対象となった神社のうち確認可能な全178 社）を事例として取り上げた。

　和歌山市において神社整理の対象となった神社の過半数は、神社とは無関係な用途に

転用された一方で、１割弱の神社は、その後、社殿の再建や石碑・遥拝所などの関連施

設が設置されたことを確認した。これらの再生された神社は「氏子の出資による神社の再生」

（7社）と「有志の出資による神社の再生」（6社）に分類され、前者のうち6社について

は消失後約50 年以内に神社が再生され、後者については消失の約40〜100 年後に神社

が再生されたことを確認した。この結果より、神社に由来する価値観を有する者が多少な

りとも氏子区域に存在すれば、たとえ100 年近く経った後でも神社は再生され得ることを

明らかにした。
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　しかしながら、再生された神社のうち9社については、地縁集団の高齢化が進み、社

殿の維持、祭祀の継続を氏子のみで担っていくことが難しくなっている現況も報告した。

以上より、氏子区域外部とも関係を築きながら神社を存続・再生していくことの重要性を

この章の結論として導いた。

　これをふまえて、次章と次々章ではケーススタディとして、現代的な課題に直面し危機的

状況を迎えた地域社会を対象に、地縁集団を超えた氏子区域外部との関係構築により神

社を存続・再生した事例に着目することとした。

　

　第3章は、「氏子区域外部との関係構築を通じた神社の存続・再生：岩手県下閉伊郡山

田町大杉神社」と題して、東日本大震災後の岩手県下閉伊郡山田町大杉神社を事例とし

て取り上げた。

　2011年の東日本大震災の津波被害を受けて、氏子区域が被災し、社殿が損壊した大杉

神社では、祭祀を構成する郷土芸能団体の多くや神輿会が活動拠点や用具を失った。し

かし被災の数日後には郷土芸能団体の活動再開に向けた初動がみられ、半年後の祭祀に

向けて活動拠点の再整備や、用具の再調達を行なうことができた経緯について、関係者

への聞き取り調査により確認した。郷土芸能団体の活動再開にあたっては、公益財団法

人等への支援要請に加え、体制が万全でない状態にあっても氏子区域外部での催事に参

加し郷土芸能の認知度を高めることや、他団体との交流を通じて氏子区域外部からの支援

を受けていたことを確認した。一方、損壊した神輿の修復に巨額の資金が必要となった神

輿会は、ボランティア活動を通じて会の認知度向上を図りながら氏子区域内外で寄付を募

るなどの取り組みを続け、被災の3年半後の祭祀で神輿渡御を行うに至り、氏子区域外

部からも担ぎ手を受け入れるよう組織体制を変更したことなどの改善点を確認した。そし

て、氏子区域外部からの支援を得て、被災の2年半後に仮の社殿の建設に至った過程を

再現した。

　本事例の復興過程を踏まえて、自然災害によって郷土芸能奉納や神輿渡御を伴う神社

が被災した際には、社殿の再建に優先して祭祀が絶えることなく実施できるように氏子区

域外部から資金提供や用具等の物的支援を受けることや、祭祀の実施体制に氏子区域外

部の人的資源を加えることで、神社が存続・再生され得ることを論じた。

　第 4章は、「氏子区域外部との関係構築を通じた神社の存続・再生：奈良県吉野郡天

川村天河神社」と題して、人口減少・高齢化が進む奈良県吉野郡天川村の天河神社を事

例として取り上げた。

　これは、地縁集団の減少・高齢化により、約50 年間にわたり停止状態であった祭祀

が氏子区域外部の芸能者の協力を得て再開されて以来、絶えることなく実施されている稀

有な事例である。境内地を清浄に維持しながら、祭祀の種類および内容の充実が図られ
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るとともに、氏子区域の歴史・文化を活用した様 な々行事やワークショップの実施により、

崇敬者が増加している。こうした経緯や背景を関係者への聞き取り調査により確認した。

そして、行事やワークショップの多くは祭祀と同日に開催し、氏子と協力して祭祀運営を行

うなど、さまざまな祭祀を支援するための工夫を抽出した。

　人口減少・高齢化の進行はわが国の地方が抱える課題であるが、本事例から氏子区域

外部の人的資源を祭祀や当該地域の歴史・文化を踏まえた地域活動の担い手とすることで、

神社が存続・再生され得ることを論じた。

　また、神社の存続・再生のアウトカムとして、奈良県吉野郡天川村では、天河神社の魅

力を理由に当該氏子区域へ移住した崇敬者の世帯が全世帯数の１割弱に及んでいる。さ

らに、2011年の紀伊半島水害で同村が被災した際には、平時に地域活動を行ってきた崇

敬者が義援金の贈与や住居復旧の作業支援を行っている。以上のように、この事例では、

神社の存続・再生が地縁集団を超えた地域社会の回復と持続に直接的に作用したことを

指摘した。
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5-2　�結論

5-2-1　神社の存続・再生の要件

氏子区域外部との関係構築を通じた神社の存続・再生の事例（第3章・第 4章）より、

神社の存続・再生の要件は以下の通り導出される。

〈要件１〉近隣地域への祭祀圏の拡大（図5-1）

　第3章で扱った大杉神社では、被災以前から近隣地域の神社と併せて祭祀を行なって

きたことや、近隣地域の各地区で伝承されてきた郷土芸能が祭祀で奉納されてきたこと、

また被災後には、かつては限られた氏子のみが参加できた神輿渡御に近隣地域からも参

加できるよう組織体制が変更されたことが捉えられた。

　すなわち、氏子区域および近隣地域の人口減少・高齢化を背景として、近隣地域の人

的資源も祭祀の実施体制に含め、氏子区域の範域を超えた祭祀圏を形成することで、祭

祀が継続されてきたものと考えられる。祀が継続されてきたものと考えられる。祀が継続され

　以上より、人口減少・高齢化の進行する氏子区域とその近隣地域においては、各地区

の住民が共通して礼拝の対象としうる社殿を中心に、慣習的に定められている氏子区域の

範域にとらわれない祭祀圏を形成していくことが、神社の存続の要件である。

社殿

氏子区域

境内地境内地

醸成 動機づけ

崇敬者

(近隣 )

氏子総代

神社職員

氏子有志

氏子
氏子以外の

住民

（住民）

行動規範  祭祀の定期実施の័⩦

価値観

運営

出資、祭祀準備・参加、社殿維持

図 5�1　近隣地域への祭祀圏の拡大（神社の存続の要件）

〈要件２〉祭祀を構成する郷土芸能活動の氏子区域外部への展開（図5-2）

第 3章で扱った大杉神社では、被災後、旧来は見られなかった氏子区域外部での催事
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参加やボランティア活動の実施を通じて、氏子区域外部からの資金の提供や用具等の物

的支援を受けることにより、祭祀を構成する郷土芸能団体・神輿会の活動が再開され、祭

祀が休止することなく実施されたことが捉えられた。

　すなわち、被災以前からの人口減少・高齢化を背景として減少傾向にある地域資源が、被災以前からの人口減少・高齢化を背景として減少傾向にある地域資源が、被災以前からの

被災を経て一層少なくなったことを受けて、神社の再生に要する地域資源の供給を氏子区

域外部からも得る必要が生じたために、郷土芸能活動の場を氏子区域外部にも展開し、

団体や会の状況を対外的に発信することが図られたものと考えられる。

　以上より、神社が自然災害に伴い被災した場合には、祭祀を構成する郷土芸能の披露

やボランティア活動を氏子区域外部でも積極的に展開していくことが、神社の再生の要件

である。

社殿

氏子区域

境内地境内地

醸成 動機づけ

崇敬者

(近隣 )

氏子総代

神社職員

氏子有志

氏子
氏子以外の

住民

（住民）

行動規範  祭祀の定期実施の័⩦

価値観

運営

出資、祭祀準備・参加、社殿維持

出資、用具提供

氏子区域外部での郷土芸能活動

公益財団法人、

他地域の芸能団体、

神社神道関係団体等

公益財団法人、

他地域の芸能団体、

神社神道関係団体等

図 5�2　祭祀を構成する郷土芸能活動の氏子区域外部への展開（神社の再生の要件）

〈要件３〉当該神社に相応な祭祀の実施と氏子区域外部からの協力（図5-3）

　第 4章で扱った天河神社では、約50 年間にわたり停止状態にあった祭祀が氏子区域

外部の芸能者の協力を得て再開されたことを契機に、神社が再生されてきたことが捉えら

えれた。

　すなわち、神社の再生に着手するにあたり、能楽と関連の深い由緒を有するという当該

神社の特性が顧みられたものの、氏子区域には適任者が不在であったために、氏子区域

外部の芸能者による奉納を含んだ祭祀が再開されたものと考えられる。

　以上より、たとえ氏子区域での芸能の伝承が途絶えてしまっている状況であっても、当

該神社に相応な内容の祭祀を実施し、当該氏子区域の地域文化として定着させていくた
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めに、氏子区域外部の芸能者の協力を得ることが、神社の再生の要件である。

社殿

氏子区域

境内地境内地

醸成 動機づけ

氏子
氏子以外の

住民

（住民）

行動規範  祭祀の定期実施の័⩦

価値観

氏子総代

神社職員

氏子有志

運営

当該神社に相応な祭祀実施のための協力
当該神社に相応な祭祀実施のための協力を依頼

出資、祭祀準備・参加、社殿維持

崇敬者

(遠隔 )

図 5�3　当該神社に相応な祭祀の実施と氏子区域外部からの協力（神社の再生の要件）

〈要件４〉清浄な境内地および社殿の維持と祭祀の継続（次頁 図 5-4）

　第 4章で扱った天河神社では、祭祀を再開した約30 年後、あるいは境内地を清浄に

保つようになった約20 年後に、崇敬者らの出資を得て社殿の再建が行われており、その

後の約10 年間のうちに、崇敬者らを評議員として神社の文化的活動を下支えする財団法

人の創設、崇敬者らによって構成される講の設置、講を通じた祭祀以外の行事やワーク

ショップの開始など、崇敬者らの活動が連鎖的に生起したことが捉えられた。

　すなわち、氏子区域外部の芸能者の協力を得て次第に充実が図られてきた祭祀や、清

浄に保たれた境内地、そして建て替えられた社殿が、参拝者の多くに当該神社を護持す

べき対象であると感知させてきたことにより、氏子区域外部の人びとが崇敬者となり、彼ら

が神社を支える多様な活動を展開していったものと考えられる。

　以上より、境内地および社殿を清浄に保ちつつ、氏子区域外部の人びとにとっても魅力

的に感じられる内容を取り入れた祭祀を実施していくことが、神社の存続の要件である。

5-2-2　神社の存続・再生による地域社会の持続可能性の担保（図5-5）

前項で導出された4要件を踏まえた神社の存続・再生により、行動規範としての祭祀（氏

子区域の暮らしの持続への感謝と安寧への祈念）の実践を通じて、価値観を共有する人
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社殿

氏子区域

公益財団法人、

他地域の芸能団体、

神社神道関係団体等

公益財団法人、

他地域の芸能団体、

神社神道関係団体等

醸成 動機づけ

崇敬者

(近隣 )

氏子総代

神社職員

氏子有志

氏子
氏子以外の

住民

（住民）

（価値観を共有する人びとの結びつき）

地域社会

（崇敬講）（崇敬講）

崇敬者

(遠隔 )

行動規範  祭祀の定期実施の័⩦

価値観

境内地境内地

出資、祭祀準備・参加、社殿維持

当該神社に相応な祭祀実施のための協力、ワークショップ等の地域活動の展開

災害復興支援、氏子区域への移住

運営（清浄な境内地および社殿の維持、種類および内容の充実を伴った祭祀の継続）

出資、用具提供

氏子区域外部での郷土芸能活動

図 5�5　神社の存続・再生を通じて形成される、地縁集団を超えた地域社会

びとの結びつきが、地縁集団を超えて形成されていく。

　本論文では、上述の通り価値観を共有する人びとの結びつきそのものを地域社会として

捉えたい。場所に紐づいた共通の行動規範の実践を通じて、価値観を共有する人びとの

結びつきとしての地域社会を形成することは、氏子とともに神社存続の一翼を担う崇敬者

も地域社会の一員とすることを意味する。これにより、人口減少・高齢化が進んでいく中

社殿

氏子区域

境内地境内地

醸成 動機づけ

氏子総代

神社職員

氏子有志

氏子
氏子以外の

住民

（住民）

行動規範  祭祀の定期実施の័⩦

価値観

（崇敬講）（崇敬講）

運営（清浄な境内地および社殿の維持、種類および内容の充実を伴った祭祀の継続）

出資、祭祀準備・参加、社殿維持

崇敬者

(遠隔 )

ワークショップ等の地域活動の展開

図 5�4　清浄な境内地および社殿の維持と祭祀の継続（神社の存続の要件）
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でも、当該氏子区域の暮らしを持続させようとする人びとの存在を担保することが可能で

ある。併せて、近代的な生活様式が浸透し、人間関係が希薄化した現代において、平時

のみならず災害発生時にも人びとの相互扶助が期待できるような、豊かな社会関係の構築

が見込まれる。

　

　以上のように、価値観を共有する人びとの結びつきとして新たに地域社会を捉え、その

ような社会集団を形成することにより、結果的に、地域社会が抱える課題の克服と持続可

能性の獲得に至ることを、結論として得た。
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